
12月 

１２月の市民課・保険年金課・税務課・収納課窓口延長日
は６、１３、２０、２７日です。午後７時まで利用できます。 

神島田連絡所（1３１－０７７３）では、土・日曜日（祝日・振替休日を除く）に住民
票の写しと印鑑登録証明書の交付（印鑑登録証が必要）を行っています。 
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未来に残したい とびきりの笑顔 in つしま 
　　　　                   ～津島スマイルフォト　７０th～ 

未来に残したい とびきりの笑顔 in つしま 
　　　　                   ～津島スマイルフォト　７０th～ 



応援券は、 

赤と青の 

２種類あります 

 

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに生まれた児

童に交付された応援券は平成３０年３月３１日まで
の利用期限となっています。 

まだ利用されていない方は、子育て支援サービスを利用

してはいかがでしょうか。 

　問合　子育て支援課子育て支援Ｇ　1２４ー１１２１ 

こ
の
事
業
は
、子
育
て
を
す
る
保
護
者
に

対
し
て
育
児
の
不
安
や
身
体
的
、経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
利
用
で
き
る「
つ
し
ま
子
育
て
応
援
券
」

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。 

 

・
第
１
子
・
第
２
子
の
出
生
児 

　
２
万
円（
５
０
０
円
×
４０
枚
） 

・
第
３
子
以
降
の
出
生
児 

　
４
万
円（
５
０
０
円
×
８０
枚
） 

 

子
育
て
支
援
課
職
員
が
児
童
の
住
民
票
の

記
載
・
登
録
を
確
認
し
て
か
ら
生
後
４
カ
月

ま
で
に
、「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
時
に
交
付
し
ま

す
。 

  

青
・
赤
両
方
の
応
援
券
が
利
用
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
に
、
応
援
券
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
任
意
の
予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
窓
口

で
は
現
金
等
で
支
払
い
後
、
市
役
所
子

育
て
支
援
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

"
経
済
支
援
サ
ー
ビ
ス 

青
色
の
応
援
券
の
み
が
利
用
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
に
応
援
券
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
購
入
後
、
市
役

所
子
育
て
支
援
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

　
く
だ
さ
い
。 

 

①
保
育
・
育
児
支
援
・
保
健 

一
時
的
保
育
、子
育
て
援
助（
送
迎
、預
か

り
等
）、病
児
・
病
後
児
保
育
、任
意
の
予
防
接

種 

②
経
済
支
援 

読
み
聞
か
せ
絵
本
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、

お
む
つ
購
入
、ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、タ
ク
シ
ー

利
用 

 ①
保
育
・
育
児
支
援
・
保
健 

①
保
育
・
育
児
支
援
・
保
健
サ
ー
ビ
ス 

②
経
済
支
援
サ
ー
ビ
ス 

②
経
済
支
援 
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対
象
児
が
２
歳
に
達
し
た
日
以
降

の
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で 

   

平
成
２７
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
児
童
お
よ
び
そ
の
保
護
者
で
、

児
童
の
出
生
日
か
ら
津
島
市
に
住

民
票
を
継
続
し
て
記
載
・
登
録
さ
れ

て
い
る
方 

   

表
の
と
お
り 

サービス提供事業者の募集 
経済支援のサービスを提供する事業者を募集します。 
申し込みを希望される場合は、子育て支援課で 
「登録に関する説明資料」をお渡しします。 
対象　市内でサービスを提供する事業者 
 
問合　子育て支援課子育て支援Ｇ　内線２２２４ 

第
５
回
親
子
あ
そ
び
講
座
 

第
５
回
親
子
交
流
教
室
 

  

日
時
　
１２
月
１８
日

 

　
Ａ
グ
ル
ー
プ
…
午
前
１０
時
〜
１１
時 

　
Ｂ
グ
ル
ー
プ
…
午
前
１１
時
〜
正
午 

場
所
　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
和
室
） 

内
容
　
親
子
ヨ
ガ 

対
象   

　
Ａ
グ
ル
ー
プ
…
６
カ
月
以
上
１
歳
半
未
満

の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
１５
組 

　
Ｂ
グ
ル
ー
プ
…
１
歳
半
以
上
の
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者
１５
組 

申
込
　
１２
月
７
日

午
前
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
西
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２４
ー

０
０
０
５ 

  

日
時
　
１
月
１１
日
〜
２
月
１５
日
の
毎
週
木
曜

日（
全
６
回
） 

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
１５
分 

場
所
　
東
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
） 

内
容
　
集
団
遊
び
・
個
別
支
援（
小
集
団
の
中

で
親
子
の
か
か
わ
り
を
深
め
ま
す
） 

講
師
　
臨
床
心
理
士
、作
業
療
法
士
、保
健
師
、

保
育
士 

対
象
　
市
内
在
住
の
お
子
さ
ん（
１
歳
６
カ

月
か
ら
就
園
前
ま
で
）と
保
護
者 

定
員
　
６
組（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

申
込
　
１２
月
２１
日

午
前
８
時
３０
分
か
ら
直

接
左
記
へ
。 

問
合
　
東
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２４
ー

１
２
０
１ 

電話 

２７-５２００ 

２２-４００１ 

 

２７-５１３１ 

２２-２３２５ 

２３-５９１１ 

２５-９６１６ 

２６-２９３４ 

２３-７１１１ 

２８-０１１１ 

３２-３６０１ 

７４-０７８０ 

２３-１７０９ 

２８-５１５１ 

２６-３５４０ 

２３-５７８６ 

２８-３４５６ 

２６-２４０６ 

 

読み聞かせ絵本 

チャイルドシート 

おむつ購入 

ベビーマッサージ 

タクシー利用 

施設名 

 精文館書店　津島店 

精文館書店　新津島店 

取扱店 

スギ薬局　神守店 

スギ薬局　東柳原店 

ドラッグスギヤマ　津島北店 

浅井薬局　申塚店 

門前薬局 

ヨシヅヤ　津島本店 

ヨシヅヤ　津島北テラス 

Ｙストア　唐臼店 

Ｂ＆Ｄドラッグストア津島店 

マックスバリュ津島江西店 

津島市民病院 

中央児童館 

貴子ウィメンズクリニック 

日の丸タクシ 

名鉄西部交通 

電話 

２６-２４６８ 

２４-３６４５ 

２５-１０１７ 

３１-０６７２ 

２８-２７１３ 

 

 

３１-１２００ 

 

一時的保育 

病児・病後児保育 

任意の予防接種 

子育て援助 
（送迎・預かり等） 

施設名 

 共存園保育所 

新開保育園 

東愛宕保育園 

神島田保育園 

蛭間保育園 

ファミリー・サポート・ 
センター 

神島田保育園 

医療機関 

 

５５-７７０８ 

※任意の予防接種は、医療機関窓口では現金等で支払い後、市役所子育て 
　支援課で手続きをしてください。 

※チャイルドシートは購入後、市役所子育て支援課で手続きしてください。 

経済支援サービス 

保育・育児支援・保健サービス 
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職員の健康管理のため、1年に1回定期健康診断または人
間ドックを受診させています。 

また、深夜業務および放射線業務等の従事者に対して、上記
健康診断に加えて特別健康診断を実施しています。 

１　職員の勤務時間（標準的なもの） 

１　職員の分限処分の状況 

１　研修の状況 

営利企業等への従事許可の状況 

１　職員の定期健康診断の状況 

２　公務災害認定の状況 

問合　人事秘書課人事Ｇ　1２４ー１１２４ 

３　津島市公平委員会に対する措置要求および 
　　不服申立ての状況 

２　勤務成績の評定の状況 

２　職員の懲戒処分の状況 

２　主な休暇の状況 

７　特別職の報酬等の状況 

３　育児休業等の取得の状況 

勤務時間 

種　類 

年次有給休暇 

病気休暇 

特別休暇 

１年につき２０日付与 

概　　　　　　要 

休憩時間 

１２：００～１３：００ 
８:３０～１７:１５ 

（休憩時間を除き７時間４５分） 

時間外勤務 
手　　　当 

平成２８年度普通会計決算額 

１人当たり平均支給月額 

支給職員の割合 

１人当たり平均支給月額 

配偶者　　　　　１３,０００円 
その他　１人につき６,５００円 

（配偶者がいない場合の１人目は１１,０００円） 
（１５歳～２２歳の子１人につき５,０００円加算） 

１２,０００円を超える家賃の 
額に応じ、最高２７,０００円 

５５,０００円を限度とし、 
運賃相当額の範囲内で支給 

平成２８年度より廃止 

通勤距離に応じ、 
最高２４,５００円 

手当の種類 
危険手当、市税徴収手当、税務 
調査手当、不快手当ほか８種類 

１３４,２４８千円 

２７,４８７円 

２４.１% 

６,５７６円 
特殊勤務 
手　　当 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

区　分 

育児休業取得者 

男性 

女性 

１人 

理由 

心身の故障 

職務中の負傷 

１０件 

出張中の負傷 

０件 

通勤中の負傷 

０件 

計 

１０件 

免職 

０人 

降任 

０人 

休職 

１１人 

理由 

法令違反 

職務上の義務違反 

研修区分 

概 　 要  

対 象 者  

評価期間 

全職員 

平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 

主な研修名 

一般研修 

専門研修 

延受講者数 

３７５人 

４８３人 

免職 停職 減給 戒告 

０人 ０人 ０人 ０人 

０人 ０人 ０人 ０人 

０人 ０人 ０人 ０人 

５７人 

部分休業取得者 

１人 

５３人 

育児短時間勤務 

０人 

４人 

給料月額等 期　末　手　当 

給料 

市�長 

副市長 

９０６,０００円 

７６１,０００円 

６月期 
１２月期 

計 

役職加算・管理職 
加算措置有 

１.５月分 
１.７５月分 
３.２５月分 

議�長 

副議長 

議�員 

４８１,０００円 

４４１,０００円 

４１７,０００円 

報酬 

０件 

０件 

借 家・借 間  
居 住 者  

交通機関等 
利 用 者  

交 通 用 具  
利 用 者  

持 家 者  

選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事
故その他の特別の事由により職員が勤務
しないことが相当である場合 

負傷または疾病のため療養する必要があ
る場合 

全体の奉仕者た
るにふさわしく
ない非行 

一般職員研修、係長研修、課長研
修など 

職員の職務活動を評価し、職員の能力開発と
適材適所の職員配置等を目的とした人事考課
制度を実施しています。 

地方自治法研修、地方公務員法研修、
民法研修など 

職員の分限および懲戒処分の状況 

職員の服務の状況 

職員の研修および勤務成績の評定の状況 

職員の福祉および利益の保護の状況 

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 
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市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 平成２８年度津島市人事行政の運営状況 



平成２８年度 

津島市人事行政の運営状況を公表します 
平平成成２２８８年年度度  

津津島島市市人人事事行行政政のの運運営営状状況況をを公公表表ししまますす  
平成２８年度 

津島市人事行政の運営状況を公表します 
津島市の人事行政運営の公正性や透明性を高めるため、職員の給与、勤務条件、福利厚生などについて公表します。 
なお、今回掲載したものは概要版です。より詳細な資料を市のホームページに掲載していますのでご覧ください。 

（特に記載のない限り平成２８年４月１日現在、特別職および教育長を除く数値です。） 

職員の任免および職員数に関する状況 

職員の給与の状況 

１　平成２８年度における職員の任免の状況 

２　職員数の状況 

１　人件費の状況（平成２８年度普通会計決算） 

２　職員給与費の状況（平成２８年度普通会計決算） 

平成２８年 
４月１日 

区　　分 

１,０５６人 
（４７人） 

９８人 
（７人） 

７４人 
（１１人） 

１,０８０人 
（４３人） 

一般行政 
部　　門 

３０３人 
（２７人） 

３１３人 
（２７人） 

１０人 
（０人） 

住民基本台帳人口 
(平成２９年３月３１日)

歳　出　額 
Ａ 

人　件　費 
Ｂ 

人件費率 
（Ｂ／Ａ） 

　　　　　人 
６３,７０２ 

職員数 

区　分 初任給 経験年数１０年 

ー 

経験年数２０年 

大学卒 １８４,８００円 ー ３５３,４００円 

×円（注） 高校卒 １５０,５００円 

　　人 
４２０ 

給�料 

　　　千円 
１,４８５,１７７ 

職員手当 

　　千円 
３７８,１２６ 

期末・勤勉手当 

　　千円 
５９２,０６４ 

計 

　　　千円 
２,４５５,３６７ 

　　　　千円 
２０，４３０，１９５ 

　　　　千円 
３,６６１，６９９ 

　　　　　% 
１７.９ 

特別行政 
部　　門 

１０５人 
（１０人） 

１０７人 
（７人） 

２人 
（▲３人） 

公営企業等 
会 計 部 門  

６４８人 
（１０人） 

６６０人 
（９人） 

１２人 
（▲１人） 

合　　計 １,０５６人 
（４７人） 

１,０８０人 
（４３人） 

２４人 
（▲４人） 

期末・勤勉 
手　　  当 

 

６月期 

１２月期 

計 

 

 

勤続２０年 

勤続２５年 

勤続３５年 

最高限度 

その他 
加算措置 
 

１人当たり 
平均支給額 

期末手当 

１.２２５月分 

１.３７５月分 

２.６月分 

職制上の段階、職務の等級による加算措置有 

自己都合 

２０.４４５月 

２９.１４５月 

４１.３２５月 

４９.５９月 

 

勤勉手当 

０.８月分 

０.９月分 

１.７月分 

 

勧奨・定年 

２５.５５６２５月 

３４.５８２５月 

４９.５９月 

４９.５９月 
退職手当 

地域手当 

支給対象地域 

支給率 

１人当たり平均支給月額 

全地域 

６％ 

１９，３７７円 

平成２９年 
４月１日 

退職者数 採用者数 

増減 平成２８年 
４月１日 

平成２９年 
４月１日 

採用者数は、平成２８年４月２日から平成２９年４月１日に採用した人数です。 
(　)内は再任用短時間勤務職員であり、外書きです（教育長含む）。 
 

４　平均給料月額等の状況 

５　一般行政職の級別職員数 

６　主な職員手当の状況 

区　　　分 

区分 

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

７級 

８級 

計 

標準的な職務内容 

主事・技師 

主事(相困)・技師(相困) 

主査 

統括主任・主任主査 

補佐 

課長・主幹 

次長・課長(相困)  

部長 

職員数 構成比 

９３人 

３８人 

５３人 

７２人 

３１人 

１３人 

１７人 

９人 

３２６人 

２８.５% 

１１.７% 

１６.３% 

２２.０% 

９.５% 

４.０% 

５.２% 

２.８% 

１００.０%

一般行政職 

平均給料月額 

２９８,８００円 

平均給与月額 

４０２,２１２円 

平均年齢 

４１.１歳 

平均給与月額は、平成２８年４月分の給料および職員手当（期末・勤勉手当を除く） 
の合計を平成２８年４月の職員数で除したものです。 

※相困…相当困難な業務を処理 
　特困…特に困難な業務を処理 
 

休職者、派遣職員を含み、臨時・非常勤職員を除きます。 
(　)内は再任用短時間勤務職員であり、外書きです。教育長含む。 
 

人件費には、特別職および教育長に支給される給料、報酬等を含みます。 

職員手当には、退職手当は含みません。 

（注）個人が特定されるものについては公表していません（２人以下の項目） 

３　一般行政職の初任給等の状況 

６，５９４千円 ２１，６１５千円 

定年前早期退職特例措置 
（２～２０％加算） 

平成２８年度 

津島市人事行政の運営状況を公表します 

５ 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 平成２８年度津島市人事行政の運営状況 
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社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証  ◆
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し 

平
成
２６
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、給
与
所

得
控
除
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、給
与
所
得
控

除
の
上
限
額
が
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。 

                 ◆
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
の
創
設 

健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
へ

の
取
組
と
し
て
一
定
の
取
組
を
行
っ
て
い
る

方
が
、平
成
２９
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
３３
年

１２
月
３１
日
ま
で
の
間
に
自
己
ま
た
は
自
己
と

生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
の

た
め
に
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費（
※
）

を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、一
定
の
金
額
の
所
得

控
除（
医
療
費
控
除
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

平
成
３０
年
度
か
ら
平
成
３４
年
度
の
市
・
県
民

税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

た
だ
し
、ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
は
医
療

費
控
除
の
特
例
で
あ
り
、従
来
の
医
療
費
控

除
と
の
選
択
適
用
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、従
来

の
医
療
費
控
除
を
併
せ
て
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、選
択
し
た
控
除
を
、更
正
の
請
求
や

修
正
申
告
に
お
い
て
、変
更
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。 

※
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
と
は
、医

師
に
よ
っ
て
処
方
さ
れ
る
医
薬
品
（
医
療

用
医
薬
品
）か
ら
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
購

入
で
き
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
に
転
用
さ
れ
た

医
薬
品（
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）の
購

入
費
を
い
い
ま
す
。 

◆
医
療
費
控
除
の
明
細
書
添
付
の
義
務
化 

平
成
２９
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、医
療
費

控
除
を
受
け
る
際
は
、領
収
書
の
提
出
の
代

わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
作
成

お
よ
び
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

※
医
療
保
険
者
か
ら
の
医
療
費
通
知
を
添
付

す
る
場
合
は
、作
成
を
省
略
で
き
ま
す
。 

  
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
、１２
月
に
年
末
調
整
で
所
得

税
の
過
不
足
が
精
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
年
末
調
整
の
対
象
と
な
る
方
は
、勤

務
先
に「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等（
異
動
）

申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る
方
で
す
。 

年
末
調
整
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
年

の
所
得
税
の
税
額
が
確
定
す
る
た
め
、確
定

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、次
の

場
合
な
ど
は
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

・
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合 

・
平
成
２９
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ
り
、

医
療
費
控
除
が
必
要
な
場
合 

・
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
に
２０
万

円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
場
合 

・
２
か
所
以
上
の
事
業
所
な
ど
か
ら
給
与
・

賃
金
を
受
け
て
い
る
場
合（
所
得
の
要
件

等
に
よ
り
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
） 

問
合 

所
得
税
　
津
島
税
務
署
　
1
２６
ー

２
１
６
１ 

市
・
県
民
税
　
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
　
　
　
　 

1
５５
ー

９
２
６
３ 

  

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
を
賦
課

期
日
と
し
て
課
税
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
、賦
課
期
日
ま
で
に
家
屋
の
取

壊
し
や
新
増
築
、用
途
変
更
、未
登
記
家
屋
の

名
義
変
更
、土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
な
ど

を
さ
れ
た
場
合
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
平
成
２９
年
１
月
２
日
以
降
に
新
増
築
さ
れ

た
家
屋
に
つ
い
て
、固
定
資
産
税
評
価
額

を
算
出
す
る
た
め
、税
務
課
家
屋
担
当
調

査
員
に
よ
る
家
屋
調
査
を
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
　
税
務
課
固
定
資
産
税
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
２
６
４ 

平
成
３０
年
度
市
・
県
民
税
の
主
な
 

変
更
点
 

  
給与所得控除上限額の変更 

区分 
現行（平成２６年度～ 
平成２８年度課税分） 

平成２９年度 
課税分 

平成３０年度 
以後の課税分 

上限額が適用 
される給与 
収入額 

１,５００万円 １,２００万円 １,０００万円 

給与所得控除 
の上限額 ２４５万円 ２３０万円 ２２０万円 

年
末
調
整
に
つ
い
て
 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 税のお知らせ 
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事
業
者
が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
で

あ
る
場
合
、地
方
税
法
お
よ
び
各
市
町
村
の

条
例
の
規
定
に
よ
り
、特
別
徴
収
義
務
者
と

し
て
従
業
員
の
毎
月
の
給
与
か
ら
個
人
市
・

県
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

市
で
は
、平
成
２６
年
度
か
ら
、原
則
と
し
て

特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
、特
別
徴
収
税

額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
事
業

主
の
方
々
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
方 

前
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
、か
つ

当
年
の
４
月
１
日
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
す
べ
て
の
従
業
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
も
含
む
） 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
方 

・
退
職
者（
退
職
予
定
者
を
含
む
） 

・
二
つ
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
、他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収
が
行

わ
れ
て
い
る
方 

・
毎
月
の
給
与
支
給
額
が
少
な
く
、個
人
市
・

県
民
税
を
特
別
徴
収
し
き
れ
な
い
方 

・
給
与
が
毎
月
支
給
さ
れ
て
い
な
い（
不
定

期
な
）方 

問
合
　
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
２
６
３ 

    

  

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、配
偶
者
控
除

や
配
偶
者
特
別
控
除
、ま
た
は
扶
養
控
除
の

対
象
と
さ
れ
る
方
に
、パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
と
、

そ
の
収
入
金
額
に
よ
っ
て
、次
の
よ
う
な
注
意

が
必
要
で
す
。 

①
配
偶
者
控
除
ま
た
は
配
偶
者
特
別
控
除
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。 

②
扶
養
控
除
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。 

③
控
除
の
対
象
と
な
る
方
自
身
に
税
金
が
か

か
る
か
ど
う
か
。 

  

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、給
与
所
得
に
な
り
ま

す
の
で
、そ
の
場
合
は
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
の
合
計
所
得
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

場
合
な
ど
に
は
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

問
合
　
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
２
６
３ 

個
人
市
・
県
民
税（
個
人
住
民
税
）の
 

特
別
徴
収
推
進
に
つ
い
て
 

パ
ー
ト
収
入
と
税（
夫
婦
・
親
子
と
税
） 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
方 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
方 

パート収入金額 所得税 

かからない 受けられない 

扶養控除 配偶者 
控除 

３８万円 
（３３万円） 

３８万円 
（３３万円） 
３６万円 
（３３万円） 

３１万円 

２６万円 

２１万円 

１６万円 

１１万円 

６万円 

３万円 

受けられない 

３８万円 
（３３万円） 

受けられない 受けられない かかる かかる かかる 

配偶者 
特別控除 

市・県民税 

均等割 所得割 

かからない 

注１　市・県民税および所得税の「かかる」については、生命保険料控除、扶養控除等の有無により、かからない場合もあります。 
注２　配偶者控除、配偶者特別控除、および扶養控除の（　）内の金額は、市・県民税の控除額です。 

かからない 

パート収入と税金および各種控除 

１００万円以下 

９３万円以下 

１０３万円以下 

１０３万円超１０５万円未満 

１０５万円以上１１０万円未満 

１１０万円以上１１５万円未満 

１１５万円以上１２０万円未満 

１２０万円以上１２５万円未満 

１２５万円以上１３０万円未満 

１３０万円以上１３５万円未満 

１３５万円以上１４０万円未満 

１４０万円以上１４１万円未満 

１４１万円以上 

※老人扶養親族のうち、扶養者またはその配偶者の直系尊属（父母・祖父母等）で、同居の常況にある親族の場合は、加算額 
　（所得税：１０万円、市・県民税：７万円）があります。 

参考 
扶養控除については、扶養親族の年齢により控除額が異なります。 

扶養親族 

年少扶養 

一般扶養 

特定扶養 

老人扶養 

年　　齢 

区　　　　　　　　　分 控　除　額 

生　　年　　月　　日 所得税 市・県民税 

なし なし 

３８万円 ３３万円 

６３万円 ４５万円 

４８万円 ３８万円 

  ０歳～１５歳 

１６歳～１８歳 

２３歳～６９歳 

１９歳～２２歳 

７０歳～　　 

平成１４年１月２日 以後 

平成１１年１月２日 以後 

昭和２３年１月２日 以後 

平成 ７ 年１月２日 以後 

平成１４年１月１日 以前 

平成 ７ 年１月１日 以前 

平成１１年１月１日 以前 

昭和２３年１月１日 以前 

７ 「市政のひろば」つしま2017.12
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施設名 

年末年始の業務案内 年末年始の業務案内 

収 集  
ありません 

区 分  

可 燃 ご み 

ペットボトル 

不 燃 ご み  

空きびん・空き缶
古 紙 ・ 古 着  

有 害 ご み  

プラスチック  
製 容 器 包 装  

３０日（土）～ 
１月３日（水） 

２９日（金） １月４日（木） １月５日（金） １月１０日（水） ３月２８日（水） 

通常収集 

通常収集 

通常収集 通常収集 

通常収集 通常収集 

通常収集 通常収集 

通常収集 

通常収集 

通常収集 

通常収集 

通常収集 

通常収集 通常収集 

通常収集 

１月８日 
（月・祝） 

２月１２日 
（月・祝） 

３月２１日 
（水・祝） 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

収 集  
ありません 

１月の第１月曜日の
収集町内を収集  

通常収集 

通常収集 

第１火曜日・第１木曜日
の収集町内を収集 

通常収集 

通常収集 

第１水曜日・第１金曜日
の収集町内を収集 

第１水曜日・第２水曜日
の収集町内を収集 

第３水曜日・第４水曜日
の収集町内を収集 

第１水曜日・第２水曜日
の収集町内を収集 

休　み 

休　み 

休　み 

休　み 

休　み 

休　み 

家庭ごみの収集について【年末年始を含む収集日程表】２９年１２月～３０年３月 

年末年始の内科・小児科診療体制 

市 の 施 設 等 

し 尿 の く み 取 り 

● 期　　間　１２月３０日 ～１月３日  
● 受付時間　午前８時３０分～１１時３０分 
　 　　　　　午後１時～４時３０分 
● 場　　所　津島地区休日急病診療所 
時間外や内科・小児科以外の診療については、消防本部ま
たは、救急医療情報センターへ。連絡先は３０ページをご覧
ください。 

市役所が許可している次の各業者へ問い合わせてください。 

　● ㈲大政　　　　1２５-７３７４ 

　● ㈲吉川清掃社　1２６-４９１８ 

　● 尾西清掃㈱　　1２６-２９０８ 

　● エコ環境㈱　　1０１２０-２２２-６５２ 

市役所・神守支所・神島田連絡所　※ 

市民病院 

総合保健福祉センター 

斎場 

文化会館 

大崎会館 

西地域防災コミュニティセンター 

つしま夢まちづくりセンター（市民活動センター） 

観光交流センター 

観光センター 

海部地域消費生活センター 

南文化センター 

中央児童館 

老人福祉センター 

わざ・語り・伝承の館 

神島田祖父母の家 

図書館 

図書館（生涯学習センター分室） 

図書館（神島田分室） 

児童科学館 

公民館（中央・神島田） 

錬成館 

総合プール 

葉苅スポーツの家 

生涯学習センター 

ふれあいバス（津島市巡回バス） 

２５● 月 ２６● 火 ２７● 水 ２８● 木 ２９● 金 ３０● 土 ３１● 日 １● 月 ２● 火 ３● 水 ４● 木 ５● 金 ６● 土 

：通常業務　　　　：午前中のみ業務　　　　：業務を行わない日 

問合 清掃事務所 ２６‐４２２８ 

・市民病院の診療は、業務を行っていない日でも、救急の場合には、通常の休日と同様に診療を行います。          

・戸籍の届出（出生、婚姻、死亡等）及び火葬の申請は、市役所が業務を行っていない日でも、市役所当直室で受け付けます。          

※神島田連絡所では、１月６日は、住民票の写しの交付および印鑑登録証明書の交付業務のみ行います。         

収 集  
ありません 

８ 「市政のひろば」つしま2017.12

 



                
 

津
島
市
役
所
本
庁
舎
で
は
１２
月
１
日

か

ら
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン（
直
通
電
話
）の
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
と
は
用
件
の
あ

る
部
署
へ
直
接
電
話
を
か
け
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

各
部
署
の
電
話
番
号
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、こ
れ

ま
で
ど
お
り
代
表
番
号
を
使
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。 

問
合
　
財
政
課
管
財
・
営
繕
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
６
１
６ 

   

各
家
庭
に
配
布
の
「
家
庭
ご
み
＆
資
源
の

分
け
方
と
出
し
方
」
を
参
考
に
分
別
し
、８
ペ

ー
ジ
の
「
年
末
年
始
を
含
む
収
集
日
程
表
」

の
と
お
り
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

問
合
　
清
掃
事
務
所
　
1
２６
ー

４
２
２
８ 

  

集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て 

必
ず
午
前
８
時
３０
分（
時
間
厳
守
）ま
で
に

集
積
場
に
ご
み
を
出
し
て
下
さ
い
。 

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て 

最
近
、可
燃
ご
み
へ
の
び
ん
・
空
き
缶
な
ど

の
不
燃
物
混
入
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
の
分
別
を
、

理
解
し
て
い
な
い
排
出
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装(

青
袋
）は
、 

　（
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
）が
付
い
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
が
収
集
対
象
で
す
。「
津
島

市
家
庭
ご
み
＆
資
源
の
分
け
方
と
出
し
方
」

を
参
考
に
、間
違
い
の
な
い
よ
う
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

一
時
的
な
大
量
ご
み
に
つ
い
て 

ご
家
庭
か
ら
一
時
的
に
大
量
の
ご
み
が
出

る
場
合
は
、１
回
に
つ
き
５
袋
程
度
で
、数
回

に
分
け
て
出
し
て
い
た
だ
く
か
、鹿
伏
兎
最

終
処
分
場
で
許
可
書
発
行
後
に
焼
却
施
設（
海

部
地
区
環
境
事
務
組
合
八
穂
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
）へ
の
自
己
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
分
別
が
間
違
っ
て
い
る
ご
み
は
、収
集
さ
れ

ま
せ
ん
。 

※
粗
大
ご
み
は
、粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー 

　(

1
３１
ー

３
２
８
４)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

　（
１２
月
２９
日

〜
１
月
３
日

休
み
） 

問
合
　
清
掃
事
務
所
　
1
２６
ー

４
２
２
８ 

  

 
 

鹿
伏
兎
最
終
処
分
場
に
お
い
て
、リ
サ
イ

ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
で
、ご
み
減
量
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。 

開
設
場
所
　
鹿
伏
兎
最
終
処
分
場（
鹿
伏
兎

町
字
袴
腰
３２
番
地
・
地
図
参
照
） 

                  開
設
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
３０
分 

　（
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
は
除
く
） 

搬
入
可
能
物
　
新
聞
紙
、段
ボ
ー
ル
、古
着
、

空
き
缶（
ス
プ
レ
ー
缶
等
含
む
）、空
き
び

ん
、使
用
済
食
用
油
、小
型
家
電
製
品
、そ

の
他
金
属
製
品 

注
意
事
項
　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
定
め
ら

れ
て
い
る
テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、洗
濯
機
、エ
ア

コ
ン
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。お
買
い
求
め

の
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
清
掃
事
務
所
　
1
２６
ー

４
２
２
８ 

  

町
内
会
は
、地
域
の
住
民
同
士
が
支
え
合

い
、助
け
合
う
こ
と
に
よ
り
、住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て
い
る
任

意
団
体
で
す
。
町
内
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ル

ー
ル
が
あ
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
は
、住
民
で
あ
る
皆
さ
ん
の
相

互
の
協
力
が
大
切
で
す
。 

市
で
は
、町
内
会
代
表
者
に
、様
々
な
活
動

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

転
入
さ
れ
た
方
、転
出
予
定
の
方
は
、円
滑

な
町
内
会
業
務
の
運
営
の
た
め
、町
内
会
代

表
者
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
２
９
８ 

  

市
で
は
、地
域
の
環
境
保
全
活
動
、町
内
会

と
市
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、町
内
会
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。 

助
成
金
は
、年
２
回
に
分
け
て
振
り
込
み
、

１２
月
に
後
期
分
を
交
付
し
ま
す
。 

各
町
内
会
に
お
い
て
は
、安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
の

活
動
の
一
助
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
２
９
８ 

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン（
直
通
電
話
）の
運
用
開
始
 

年
末
年
始
お
よ
び
祝
日
の
家
庭
ご
み
 

の
収
集
 

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
 

ご
み
の
分
別
排
出
に
つ
い
て
 

転
入
さ
れ
た
方
、転
出
予
定
の
方
へ
 

町
内
会
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
 

お
知
ら
せ 

Ｎ 

百町 神尾町 

金柳町 

名古屋西 
流通センター 

新おにえ橋 

御贄橋 県
道
美
和
白
浜
線 

鹿伏兎最終処分場 

日
光
川 

西
尾
張
中
央
道 

９ 「市政のひろば」つしま2017.12

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ 



   
中
村
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る
厚
生
年
金

相
談
が
、毎
月
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

相
談
日
　
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日(

祝
日
の

場
合
は
変
更
） 

※
市
政
の
ひ
ろ
ば「
市
民
相
談
」の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
　
　 

場
所
　
相
談
室（
市
役
所
１
階
） 

相
談
の
仕
方 

・
年
金
手
帳
等
、年
金
相
談
に
関
す
る
も
の

を
す
べ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
課

受
付
前
に
あ
る「
番
号
札
」
、「
年
金
相
談･

手
続
受
付
票
」
を
取
り
所
要
事
項
を
記
入

の
上
、お
待
ち
く
だ
さ
い
。
順
番
に
相
談
で

き
ま
す
。 

※
混
雑
時
に
は
、相
談
受
付
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
相
談
で
き
る
の
は
、午
前
・

午
後
各
１０
人
で
す
。 

※
こ
の
年
金
相
談
で
は
、共
済
年
金
や
恩
給

の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
連

絡
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書 

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
「
平
成

２９
年
分
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、今
年
１０
月
１
日
以
降
に
初
め
て
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、翌
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す
。 

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
に
は
、必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
1
２４
ー

１
１
１
４ 

　
　
中
村
年
金
事
務
所 

　
　
1
０
５
２
ー

４
５
３
ー

７
２
０
０ 

　
　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル 

　
　
1
０
５
７
０
ー

０
０
３
ー

０
０
４ 

　
　
1
０３
ー

６
６
３
０
ー

２
５
２
５ 

　
　（
IP
電
話
用
） 

   

同
じ
医
療
保
険
の
世
帯
内
で
医
療
と
介
護

の
両
方
を
合
わ
せ
た
年
間
の
自
己
負
担
が
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、申
請
に
よ
り
そ
の
超

え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。 

※
払
い
戻
し
金
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
該
当
し
ま
せ
ん
。ま
た
、同
じ
世
帯
で
も
、

異
な
る
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族

の
場
合
は
合
算
で
き
ま
せ
ん
。 

 

申
請
手
続 

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方 

該
当
者
に
は
、１２
月
以
降
に
通
知
文
ま
た

は
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、届
き
ま
し
た

ら
保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
）で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
、平
成
２８
年
８
月
１
日
〜
平
成
２９

年
７
月
３１
日
の
期
間
中
、次
に
該
当
す
る
方

は
通
知
文
ま
た
は
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、現
在
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
市
区
町
村
を
越
え
て
転
居
を
し
た
方 

②
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
移
っ
た
方 

※
②
の
場
合
、異
動
前
の
医
療
保
険
者
ま
た

は
介
護
保
険
者
か
ら
の
自
己
負
担
額
証
明

書
が
必
要
で
す
。 

被
用
者
保
険(

全
国
健
康
保
険
協
会･

共
済
組

合
な
ど)

に
加
入
し
て
い
る
方 

手
続
き
方
法
、支
給
時
期
な
ど
は
各
保
険

者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者（
事
業
所
な
ど
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
Ｇ 

　
　
1
２４
ー

１
１
１
３ 

　
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
1
２４
ー

１
１
１
４ 

　
　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
Ｇ 

　
　
1
２４
ー

１
１
１
７ 

年
金
の
お
知
ら
せ
 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
 

厚
生
年
金
相
談 

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除 

証
明
書 

 

申
請
手
続 

来年金婚式を迎えられる方へ 
津島市制７１周年記念式典（金婚式の部）において、平成３０年に結婚５０周年を迎えら
れるご夫婦の長寿をお祝いします。 

日時　３月１日 　午前１０時 
場所　文化会館 
対象 
・平成３０年に金婚式を迎えられる夫婦
　（昭和４３年にご結婚された夫婦） 
・平成３０年１月１日現在市内在住の方 

申出書配布および受付場所 
・人事秘書課（市役所３階） 
・神守支所 
・神島田連絡所 
受付期間　１月４日 ～３１日  
問合　人事秘書課秘書Ｇ　1２４ー１１２３ 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ 

「市政のひろば」つしま2017.12１０ 



  日
時
　
１２
月
１９
日

 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
所
　
市
役
所
４
階
中
会
議
室 

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご
家

族 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
電
話
、ま
た
は
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
Ｇ 

　
　
　
1
２４
ー

１
１
１
８ 

  

自
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
家
族

の
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、介
護
用

品
を
支
給
し
ま
す
。 

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方 

      

・
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
認
定
が
要
介

護
度
４
・
５
の
高
齢
者（
４０
歳
以
上
６５
歳
未

満
で
あ
っ
て
特
定
疾
患
に
該
当
す
る
場
合

を
含
む
）を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

の
方 

・
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
が
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方 

支
給
品
目
　
紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ド
、介

護
用
手
袋
、防
水
シ
ー
ツ
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、口
腔
ケ
ア
用
品  

支
給
限
度
額
　
７
万
５
０
０
０
円（
た
だ
し
、

今
年
度
す
で
に
支
給
を
受
け
た
方
は
、前

回
支
給
分
と
合
わ
せ
て
７
万
５
０
０
０
円

ま
で
） 

実
施
時
期
　
平
成
３０
年
２
月 

申
込
　
１２
月
１
日

〜
１５
日

(

土
・
日
曜
日

は
除
く)

に
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
Ｇ 

　
　
　
1
２４
ー

１
１
１
８ 
   

年
末
は
、師
走
特
有
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら

運
転
者
や
歩
行
者
等
の
注
意
力
が
散
漫
と
な

り
、交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、次

の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う 

飲
ん
だ
ら
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
、飲

酒
運
転
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。 

歩
行
中
の
子
ど
も
と
高
齢
者
お
よ
び
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う 

運
転
者
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
等
を
見
か

け
た
ら
、速
度
を
落
と
す
な
ど
の
思
い
や
り

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う 

夕
暮
れ
時
に
は
歩
行
者
や
自
転
車
に
注
意

を
促
す
た
め
、車
の
前
照
灯
を
早
め
に
点
灯

し
ま
し
ょ
う
。 

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

用
し
よ
う 

車
に
乗
る
と
き
は
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
必
ず
着
用
し
て
か
ら
発
進

す
る
習
慣
を
付
け
、後
部
座
席
で
の
着
用
も

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
２
９
８ 

    「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」「
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な

い
」「
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」 

年
の
瀬
を
控
え
、あ
わ
た
だ
し
さ
を
感
じ

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
年
末
の
準
備
の
買

い
物
や
金
融
機
関
で
の
入
出
金
の
機
会
が
増

え
、こ
れ
に
伴
っ
て
ひ
っ
た
く
り
等
の
犯
罪
が

増
え
ま
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
油
断
せ
ず
、

「
自
分
は
ね
ら
わ
れ
て
い
る
」
と
気
を
引
き
締

め
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
愛
知
県
で
は
、住
宅
対
象
侵
入
盗
被

害
が
、１０
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い

う
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
層
の

防
犯
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

運
動
の
重
点 

・
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止 

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止 

・
自
動
車
盗
の
防
止 

・
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
で
発
生
す
る
犯
罪
の

防
止 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
２
９
８ 

津
島
市
認
知
症
介
護
家
族
交
流
会
 

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
 

市有物件を売払します 

次の物件について、一般競争入札を
行いましたが入札者がいなかったため、
随時募集（先着順）により売払います。 
売払物件 
①津島市橘町１丁目８３番 
　ニュー津島ハイツＢ２１２号 
　売払価格２６０万円 
②津島市橘町１丁目８３番 
　ニュー津島ハイツＢ６１２号 
　売払価格２８５万円 
 
※事前に連絡をいただければ、現地
案内します。 
申込・問合　市民病院管理課用度Ｇ 
　　　　　　  1２８-５１５１　内線２２１２ 

１２
月
１
日

〜
１０
日

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

１２
月
１
日

〜
２０
日

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
 

１１ 「市政のひろば」つしま2017.12

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ 



障害者週間　１２月３日 ～９日

日赤社資募集の結果 

今年５月に実施した、平成２９年度日本赤十字社社
資の募集については、皆様のご理解とご協力をいた
だき、ありがとうございました。 
お寄せいただいた社資は、災害救護活動や血液事業、

奉仕団活動、社会福祉事業等に活用させていただき
ます。 
平成２９年度社資　４９０万７,９５０円 

問合　日本赤十字社津島市地区（福祉課福祉Ｇ） 
　　　1２４ー１１１５ 

広く障がい者の福祉についての関心と理解を深め
るとともに、障がい者が社会、経済、文化その他のあら
ゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めること
を目的として、平成１６年６月の障害者基本法の改正に
より設定されました。 
誰もが病気や事故などで障がいの状態になる可能
性があります。障がいのある人もない人も、同じ社会
の一員として、お互いにその人らしさを認め合いなが
ら共に生きる社会を作るため、障がいや障がいのある
人のことを知り、身近なこととして考えてみませんか。 

 
大きく分類して３種類の障がいがあります。 

身体障がい 
生まれつき、または事故など後天的な理由により視

覚や聴覚、手足、心臓や腎臓などの内臓の機能に支障
が生じる状態。 
知的障がい 
判断力や理解力などの認知機能に遅れが生じてい

たり、人や環境になじみにくいなど社会生活が困難な
状態。 
精神障がい 
統合失調症やうつ病など精神の病気により、様々な

精神症状や行動の異常が現れる状態。 

障がいの種類 

障がいのある人にかかわるマーク 

障がいのある人への心づかい 
障がいのある人は、生活するうえで様々な協力や、障がいに対する理解を必要 

としています。 
障がい者等用の駐車スペースには駐車しない、盲導犬や補助犬の役割を理解しあたたかく受け入れる、障がい
のある人が困っていたら声をかけるなど、必要な配慮や手助けを心がけましょう。 
問合　福祉課福祉Ｇ　1２４ー１１１５ 

身体障害者標識 
肢体不自由であることを理由

に免許に条件を付されている方

が運転する車に表示するマーク

です。 

聴覚障害者標識 
聴覚に障がいのある方が運転

する車に表示するマークです。 

耳マーク 
聴覚に障がいのある方がコミ

ュニケーションを円滑にするため

制定されたマークです。 

筆談マーク 
筆談が必要な方がコミュニケ

ーションを円滑にするため策定さ

れたマークです。 

障害者のための国際 
シンボルマーク 

障がいのある方が容易に利用

できる建物、施設であることを明

確に示すシンボルマークです。 

オストメイトマーク 
人工肛門・人工膀胱を使用して

いる方（オストメイト）のための設
備があることを表し、オストメイト
対応トイレの入口・案内誘導プレ
ートに表示されています。 

ほじょ犬マーク 
身体障害者補助犬（盲導犬・介

助犬・聴導犬）同伴の啓発のため

のマークです。 

ハートプラスマーク 
身体内部に障がいのある人を
表しています。身体内部(心臓、呼
吸機能、腎臓、肝臓、膀胱・直腸、
小腸、免疫機能）の障がいのある
方は外見から分かりにくいため、
このマークを着用されている方
を見かけた場合は、内部障がいに
ついて理解し、配慮する必要があ
ります。 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ 
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１
９
４
８
年
１２
月
１０
日
、国
連
が「
世
界
人

権
宣
言
」
を
採
択
し
た
の
を
記
念
し
、毎
年

１２
月
１０
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。 

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

市
で
は
、日
ご
ろ
か
ら
人
権
問
題
学
習
講

座
の
開
催
や
、人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン
を
推

進
す
る
な
ど
、人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
人
権
週
間
を
契
機
に
、私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
あ
ら
た
め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

偏
見
や
差
別
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

重
点
目
標 

『
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀 

　
　
―
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
違
い
を
認
め
合
う
心
―
』 

強
調
事
項 

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う 

・
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う 

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う 

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う 

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う 

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う 

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

を
な
く
そ
う 

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う 

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う 

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う 

・
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う 

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う 

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
1
５５
ー

９
３
６
４ 

  
 

日
常
生
活
の
中
で
、人
権
問
題
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
ら
、人
権
擁
護
委
員
に
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

日
時
・
場
所 

・
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
毎
月
第
２･

４
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
正
午 

　
1
２４
ー

３
４
５
６（
予
約
不
要
） 

・
名
古
屋
法
務
局
津
島
支
局 

　
毎
週
月･

木
曜
日
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

　
1
２６
ー

２
４
２
３（
予
約
不
要
） 

主
な
相
談
内
容 

・
い
じ
め
、体
罰
、不
登
校
児
問
題 

・
部
落
差
別
、女
性
差
別
な
ど
の
差
別
問
題 

・
家
庭
内
の
問
題（
親
子
、夫
婦
、結
婚
、離
婚
、

相
続
、扶
養
な
ど
） 

・
そ
の
他
、人
権
問
題
に
係
る
も
の 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
1
５５
ー

９
３
６
４ 

   

   

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、社

会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、自
ら
の
意
志

に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、も
っ
て

男
女
が
均
等
に
政
治
的
、経
済
的
、社
会
的
及

び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
、共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」（
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
２
条
）で
す
。
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、女
性
の

参
画
を
拡
大
す
る
た
め
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン 

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識（
夫
は
外
で

働
き
、妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
）や
過

去
の
経
緯
か
ら
、男
女
労
働
者
の
間
に
差
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
差

を
解
消
し
よ
う
と
、個
々
の
企
業
が
行
う
自

主
的
か
つ
積
極
的
な
取
り
組
み
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
い
ま
す
。 

職
場
、家
庭
、地
域
生
活
な
ど
で
、男
女
が

と
も
に
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
豊
か
な
人
生
」
に

繋
が
り
ま
す
。 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
1
５５
ー

９
３
６
４ 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
 

目
指
し
て
 

心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
 

人権週間 
１２月４日 ～１０日

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン 

１３ 「市政のひろば」つしま2017.12
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    非
行
の
芽 

は
や
め
に
つ
も
う 

み
な
我
が
子 

冬
休
み
期
間
中
は
、開
放
感
か
ら
青
少
年

が
有
害
環
境
に
接
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

非
行
に
か
か
わ
っ
た
り
、犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。 

「
地
域
で
子
ど
も
・
若
者
を
育
て
る
」
意
識

を
持
っ
て
見
守
り
、声
か
け
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。 

主
唱
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、市

青
少
年
問
題
協
議
会 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）
1
５５
ー

９
４
２
１ 

 

　 

  

放
し
飼
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

犬
を
放
し
て
飼
う
こ
と
は
愛
知
県
の
「
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
犬
の
散
歩
時
は
、必
ず

リ
ー
ド
を
付
け
て
、自
分
だ
け
で
は
な
く
他

人
に
も
安
心
安
全
な
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。 

フ
ン
の
片
付
け
は
、飼
い
主
の
責
任
で
す 

放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
に
つ
い
て
、た
く
さ

ん
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
時

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
っ
て
、必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。 

無
駄
吠
え
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

飼
い
犬
の
鳴
き
声
が
、近
隣
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
や
留
守

中
な
ど
、無
駄
に
吠
え
た
り
し
な
い
よ
う
に「
し

つ
け
」が
必
要
で
す
。 

し
つ
け
が
困
難
な
と
き
は
、愛
知
県
動
物

保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
３
６
８ 

　
　
　
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
尾
張
支
所 

　
　
　
1
０
５
８
６
ー

７８
ー

２
５
９
５ 

   
「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作
戦
」
は
、地
域
の
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
犬
の
フ
ン
放

置
対
策
で
す
。 

現
在
市
で
は
、犬
の
フ
ン
害
対
策
と
し
て

要
望
の
あ
る
町
内
会
に
看
板
を
配
布
し
て
い

ま
す
が
、思
う
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、フ
ン
害
に
悩
む
地
域
住
民
、

地
域
の
グ
ル
ー
プ
で
行
動
を
起
こ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

地
域
に
監
視
の
目
が
あ
る
こ
と
を
飼
い
主

に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、飼
い
主
の
マ
ナ

ー
が
向
上
し
、フ
ン
放
置
が
な
く
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。 

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？ 

①
ま
ず
、市
内
の
道
路
、公
園
、そ
の
他
公
共

の
場
所
に
放
置
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
脇

に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
設
置
し
ま
す
。 

②
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
設
置
後
、巡
回
を
行
っ

て
、飼
い
主
に
よ
る
フ
ン
の
回
収
や
周
辺
で

の
フ
ン
害
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、一
定

期
間
カ
ー
ド
に
よ
る
注
意
を
表
示
し
ま
す
。 

③
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
設
置
か
ら
一
定
期
間

を
経
過
し
た
と
き
は
、設
置
し
た
カ
ー
ド

と
併
せ
て
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
回
収
し
ま
す
。 

①
〜
③
の
行
動
を
１
サ
イ
ク
ル（
約
１
週
間
）

と
し
、数
カ
月
間
続
け
ま
す
。 

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
そ
の
設
置
例 

           

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
３
６
８ 

外
国
人
の
人
権

を
尊
重
し
ま
し

ょ
う 今

日
、
我
が

国
に
入
国
す
る

外
国
人
は
長
期

的
に
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、

言
語
、宗
教
、文
化
、習
慣
等
の
違
い
か
ら
、

外
国
人
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
人
権
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
拒
否
さ
れ
た
り
、理

容
店
に
お
い
て
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
理
容
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
さ
れ

る
と
い
っ
た
事
案
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、特
定
の
国
籍
の
外
国
人
を
排
斥

す
る
趣
旨
の
言
動
が
、デ
モ
に
お
い
て
公
然

と
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、マ
ス
コ
ミ
等
に

よ
っ
て「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」で
あ
る
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

こ
の
よ
う
な
言
動
は
、差
別
意
識
を
助

長
し
、人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の

で
、決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 ２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
を
控
え
、外

国
人
と
接
す
る
機
会
は
今
後
ま
す
ま
す
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

国
会
で
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
の
た

め
の
法
律
が
成
立
し
、２
０
１
６
年
６
月
３

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
、特
定
の
国
・
地

域
の
出
身
者
に
対
し
て
、脅
迫
的
言
動
、著

し
く
侮
蔑
す
る
言
動
、地
域
社
会
か
ら
排

除
す
る
こ
と
を
扇
動
す
る
言
動
の
こ
と
で

す
。 ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
根
絶
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、言
語
、宗
教
、生

活
習
慣
等
の
違
い
を
認
め
、こ
れ
ら
を
尊
重

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会
を
共

に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

人権推進課人権同和・男女参画Ｇ 
1５５ー９３６４ 

１２
月
２０
日

〜
１
月
１０
日

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
 

組
む
県
民
運
動（
冬
期
） 

犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
 

犬
の
フ
ン
放
置
に
警
告
！
イ
エ
ロ
ー
 

カ
ー
ド
作
戦
に
参
加
し
よ
う
 

○○町　町内会 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ 
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熱湯はダメ 

熱
湯
は
ダ
メ 

 
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
、水

道
管
の
水
が
凍
結
し
た
り
、管
が
破
裂
し
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は 

・
水
道
管
に
保
温
材
な
ど
を
巻
く 

・
凍
結
し
た
ら
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な

ど
を
か
け
、ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る 

※
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　  

        

　
ま
た
、次
の
よ
う
な
と
き
は
、連
絡
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

家
庭
で
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
と
き 

・
凍
結
に
よ
り
漏
水
し
た
と
き 

・
蛇
口
を
閉
め
て
も
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

・
水
洗
便
所
の
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

連
絡
先
　
市
上
下
水
道
指
定
工
事
店
協
同
組

合
　
1
３２
ー

１
３
９
３ 

道
路
上
で
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
き 

連
絡
先
　
上
下
水
道
部
工
務
課
工
務
Ｇ 

　
　
　
　
1
５５
ー

９
７
４
８ 

 

問
合
　
上
下
水
道
部
管
理
課
管
理
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
７
２
８ 

水 
 

中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
た
運
転
資
金
、

お
よ
び
設
備
資
金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
新
規
開
業
者
は
対
象
外
で
す
。 

通
常
資
金 

融
資
対
象
　
従
業
員
５０
人（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
３０
人
）以
下
の
個
人
、会
社
、医
療
法
人
、

企
業
組
合
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

限
度
額
　
５
０
０
０
万
円 

受
付
窓
口
　
市
内
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び
津

島
商
工
会
議
所 

納
税
状
況
の
確
認
　
所
得
税（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
）、事
業
税
、県
民
税
、市
民
税
を

確
認
し
ま
す
。 

小
口
資
金 

融
資
対
象
　
従
業
員
２０
人（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
５
人
）以
下
の
個
人
、会
社
、医
療
法
人
、

企
業
組
合 

限
度
額
　
１
２
５
０
万
円（
既
存
の
保
証
協

会
の
保
証
付
き
融
資
残
高
を
含
む
） 

受
付
窓
口
　
市
内
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び
津

島
商
工
会
議
所 

納
税
状
況
の
確
認
　
所
得
税（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
）、事
業
税
、県
民
税
、市
民
税
を

確
認
し
ま
す
。 

 

※
各
融
資
資
金
に
は
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
愛
知
県
信
用
保
証
協
会 

　
　
1
０
１
２
０
ー

４
５
４
ー

７
５
４ 

 

小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
融
資
制
度
 

 

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は 

通
常
資
金 

小
口
資
金 

家
庭
で
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
と
き 

道
路
上
で
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
き 

水
道
管
の
冬
支
度
 

日光川下流流域関連津島市公共下水道 
の供用開始と関係図書の縦覧について 

供用開始日　１月１日（月・祝） 
供用開始区域　唐臼町の一部、南新開町の一部、
中一色町の一部、莪原町の一部、百島町の一部 
縦覧期間　１２月１５日 ～２８日 （土・日曜日、祝
日は除く）午前８時３０分～午後５時１５分 

縦覧場所　工務課（市役所４階） 
問合　工務課工務Ｇ 
　　　1５５ー９７４８ 

１５ 「市政のひろば」つしま2017.12

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ 



 
市
発
注
の
建
設
工
事
や
設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、物
品
・
そ
の
他
の
契
約
に
係
る
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
定
時
受
付
を
行
い
ま
す
。 

物
品
・
そ
の
他
の
申
請
方
法
を
変
更
し
ま
す 

物
品
・
そ
の
他
に
つ
い
て
、平
成
３０
・
３１
年
度

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
、あ
い
ち
電

子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム
か
ら
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
紙
で
の

申
請
受
付
は
廃
止
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

受
付
期
間
　 

　
平
成
３０
年
１
月
４
日

〜
２
月
１５
日

 

申
請
方
法 

建
設
工
事
、設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

　
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ａ
Ｌ

Ｓ 

Ｅ
Ｃ
）に
よ
る
電
子
申
請
。 

 

物
品
・
そ
の
他 

　
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム（
物
品
等
）

に
よ
る
電
子
申
請
。 

 

問
合
　
総
務
課
庶
務
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
６
０
６ 

   

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
２
）濃
度
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
冬

季
は
、暖
房
機
器
の
使
用
等
に
よ
り
発
生
す

る
大
気
汚
染
物
質
等
が
拡
散
し
に
く
く
、地

上
付
近
の
空
気
が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。 

日
ご
ろ
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
、地
球

温
暖
化
・
大
気
汚
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化 

人
の
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

の
大
部
分
は
、化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に

よ
り
発
生
し
ま
す
。
家
庭
や
事
業
所
で
、何
に
、

ど
れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い
る

か
を
知
り
、無
駄
遣
い
を
減
ら
す
こ
と
が
大

切
で
す
。 

○
環
境
家
計
簿
　
家
庭
で
使
用
す
る
電
気
、

ガ
ス
、ガ
ソ
リ
ン
等
の
量
か
ら
C
O
２
の
量

を
推
計
で
き
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

様
々
な
ツ
ー
ル
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
わ
が
家
の
省
エ
ネ
＆
C
O
２
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
作
戦（
愛
知
県
） 

 
・
家
庭
エ
コ
診
断（
環
境
省
） 

 ○
省
エ
ネ
診
断
　
工
場
等
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
い
方
、機
器
の
運
転
・
設
備
の
管
理
等

を
専
門
家
が
診
断
し
、省
エ
ネ
の
取
り
組

み
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

・
全
国
省
エ
ネ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
一
般
社

団
法
人
環
境
共
創
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
） 

  皆
さ
ん
が
で
き
る
取
り
組
み 

・
暖
房
は
、１９
℃
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
照
明
、電
化
製
品
、Ｏ
Ａ
機
器
の
ス
イ
ッ
チ

を
こ
ま
め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。 

・
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
急
発
進
、急
加

速
を
避
け
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま
し
ょ

う
。 

家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み 

・
こ
た
つ
の
設
定
温
度
は
、こ
ま
め
に
調
節
し

ま
し
ょ
う
。 

・
移
動
に
は
、公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

事
業
所
で
で
き
る
取
り
組
み 

・
排
出
ガ
ス
が
ク
リ
ー
ン
で
、燃
費
の
良
い
自

動
車
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

・
貨
物
輸
送
の
効
率
化
を
進
め
、自
動
車
の

走
行
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

・
良
質
燃
料
の
使
用
や
燃
焼
管
理
の
徹
底
を

図
り
ま
し
ょ
う
。 

「
あ
い
ち
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２１
」
県
民
運
動
実

施
中 

  問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
３
６
８ 

       

募
集
人
員
　
１５
人
程
度 

出
願
資
格 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

・
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
方
お
よ
び
平
成
３０
年
３
月
に
卒
業
見

込
み
の
方 

・
通
常
の
課
程
に
よ
る
１２
年
の
学
校
教
育
を

修
了
し
た
方
お
よ
び
平
成
３０
年
３
月
に
修

了
見
込
み
の
方 

           

・
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方 

・
本
校
に
お
け
る
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に

合
格
し
た
方
で
、１８
歳
以
上
の
方 

出
願
期
間
　
１
月
１０
日

〜
２４
日

 

（
郵
送
の
場
合
、締
切
日
当
日
消
印
有
効
） 

受
験
料
　
１
万
円 

試
験
日
　
２
月
７
日

 

試
験
科
目
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ（
た

だ
し
、筆
記
試
験
の
み
）・
国
語(

古
文
・
漢

文
除
く)

・
数
学
Ⅰ
・
面
接
試
験(

詳
細
は
入

学
案
内
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い) 

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
学
案
内
募
集

要
項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

問
合
・
募
集
要
項
請
求 

　
津
島
市
立
看
護
専
門
学
校
事
務
局 

　
〒
４
９
６
ー

０
０
３
８ 

　
津
島
市
橘
町
６
ー

３４ 

　
1
２６
ー

４
１
０
１
・
　
２６
ー

４
６
１
０ 

　 
  

平
成
３０
･
３１
年
度
入
札
参
加
 

資
格
審
査
申
請
受
付
 

地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
の
防
止
の
 

た
め
に
で
き
る
こ
と
 

市
立
看
護
専
門
学
校
 

平
成
３０
年
度（
３
年
課
程
）の
 

一
般
入
学
生
 

　
 h
ttp
://w

w
w
.c
h
o
ta
ts
u
.e
-a
ic
h
i.jp
/

　
 h
ttp
://w

w
w
.b
u
p
p
in
.e
-a
ic
h
i.jp
/

　
 h
ttp
://c
o２
d
ie
t.in
fo
/ 

 　
 http://w

w
w
.uchieco-shindan.g

o.jp/ 
 

　
 http://w

w
w
.pref.aichi.jp/kankyo/ 

　
 ta
iki-ka

/e
c
o２１
/in
d
e
x.h
tm
l 

 

　
 h
ttp
://w

w
w
.s
h
o
e
n
e
-p
o
rta
l.jp
/

　
 h
ttp
://w

w
w
.c
ity.ts

u
s
h
im
a
.lg
.jp

物
品
・
そ
の
他
の
申
請
方
法
を
変
更
し
ま
す 

募
集 

/
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みなさんの意見を 
募集します 

意見の提出方法 
ご意見のある方は、本編の内容をご確認のうえ、「住
所」「氏名」「電話番号」「ご意見」を明記し、直接また
は郵送、ＦＡＸ、電子メールにより提出するか、神守支所、
神島田連絡所に設置してある投函箱に投函してくださ
い。書式は自由です。 

提出先 
〒４９６‐８６８６（住所不要） 
①のビジョン　津島市役所福祉課地域包括ケアシステ
ムグループ宛て 
②の計画　津島市役所高齢介護課宛て 
③の計画　津島市役所福祉課福祉グループ宛て 

メール 
①のビジョン　houkatsucare@city.tsushima.lg.jp 
②の計画　kaigo@city.tsushima.lg.jp 
③の計画　fukusi@city.tsushima.lg.jp

FAX ①②共通　２４ー１７９１ 
③の計画　２４ー１１３８ 

問合　 
①のビジョン　福祉課地域包括ケアシステムＧ 
　1５５ー９４７１ 
②の計画　高齢介護課介護保険Ｇ 
　1２４ー１１１７ 
③の計画　福祉課福祉Ｇ 
　1２４ー１１１５ 

① 津島市地域包括ケアビジョン（案） 
② 津島市第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案） 
「重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができること」

の実現のため、本市の地域包括ケアシステムの方向性などを定める地域包括ケアビジョン（案）を策定しました。 

また、本市の介護保険事業に係る基本的事項を定め、地域の実情に応じ、適正な介護保険サービスおよび地域

支援事業を提供できるよう、高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）を策定しました。 

意見募集期間　　１２月２２日 ～１月１８日 （必着） 

公表方法　　市ホームページまたは、福祉課地域包括ケアシステムグループ（市役所３階）、高齢介護課（市
役所１階）、神守支所、神島田連絡所において本編を閲覧できます。 

 

③ 第４期津島市障がい者計画・第５期津島市障がい福祉計画・ 
　 第１期津島市障がい児福祉計画（案） 
現在、障がいのある人をはじめ誰もがお互いの人格と個性を尊重し合い、共に生きる社会を実現するための

障がい者計画と、障がい福祉サービスの見込量とその確保策を定める障がい福祉計画および障がい児福祉計画

を一体的に策定しています。 

意見募集期間　　１月４日 ～２６日 （必着） 

公表方法　　福祉課（市役所１階）、神守支所、神島田連絡所の各窓口、市ホームページにおいて本編を閲
覧できます。 

１７ 「市政のひろば」つしま2017.12



                     「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ⅰ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
〜
再
発
見
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、津
島
を
舞
台
に
し
た
短
編
映

画
を
制
作
し
ま
す
。 

 日
程
　
１
月
２８
日

、２
月
１０
日

、１１
日

、

１２
日（
月
・
祝
）（
全
４
回
） 

時
間
　
午
前
９
時
３０
分（
受
付
午
前
９
時
１５
分
） 

場
所
　
文
化
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

内
容
　
何
も
な
い
状
態
か
ら
映
画
の
素
材
を

探
し
、津
島
を
舞
台
に
し
た
シ
ナ
リ
オ
を

考
え
た
あ
と
、監
督
・
制
作
進
行
・
カ
メ
ラ

マ
ン
・
録
音
・
編
集
・
俳
優
な
ど
の
役
割
を

決
め
、撮
影
か
ら
編
集
ま
で
し
ま
す
。
短
期

間
で
映
画
作
品
が
で
き
て
し
ま
う
驚
き
と

楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
自
分

た
ち
の
作
品
」
が
市
内
外
に
発
信
さ
れ
ま

す
。 

　
完
成
し
た
映
画
作
品
は
１０
〜
１５
分
程
度
と

し
、別
の
日
に
上
映
会
を
行
い
ま
す
。 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
木
全
純
治
氏（
シ
ネ
マ
ス
コ

ー
レ
支
配
人
、あ
い
ち
国
際
女
性
映
画
祭

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、椙
山
女
学
園
大
学
非
常

勤
講
師
） 

対
象
　
左
記
の
条
件
を
満
た
す
方 

・
満
１５
歳
以
上
の
方 

・
上
記
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
心
身
と
も

に
健
康
の
方 

※
撮
影
経
験
不
問 

定
員
　
２０
人（
定
員
に
な
り
次
第
、締
切
） 

参
加
費
　
２
０
０
０
円（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
初

日
に
徴
収
し
ま
す
） 

※
交
通
費
・
食
費
等
は
各
自
で
ご
負
担
く
だ

さ
い
。 

申
込
　
１２
月
２８
日

正
午
ま
で
に
、「
氏
名
、

住
所
、性
別
、生
年
月
日
、職
業
（
学
生
の

場
合
学
校
名
と
学
年
）、電
話
番
号
、映
画

制
作
経
験
の
有
無
」
を
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
で
左
記
へ
。 

申
込
先
・
問
合 

　（
一
社
）に
ぎ
わ
い
創
出
機
構
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ 

　
1
９７
ー

３
７
３
９（
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

火
・
水
曜
日
、祝
日
は
定
休
） 

     

  

応
募
資
格（
平
成
３０
年
４
月
１
日
現
在
） 

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

　
１５
歳
以
上
１７
歳
未
満
の
男
子 

・
自
衛
官
候
補
生 

　
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子 

受
付
期
間 

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

　
１１
月
１
日

〜
平
成
３０
年
１
月
９
日

 

・
自
衛
官
候
補
生 

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

試
験
日 

　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

申
込
・
問
合
　
自
衛
隊
一
宮
地
域
事
務
所 

　
　
　
　
　 

1
０
５
８
６
ー

７３
ー

７
５
２
２ 

  

放
送
大
学
で
は
平
成
３０
年
度
第
１
学
期（
４

月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、１
科

目
か
ら
学
べ
ま
す
。 

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
、な
ど
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

申
込
期
間
　
１２
月
１
日

〜
３
月
２０
日

 
そ
の
他
　
資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
左
記
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

問
合
　
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
０
５
２
ー

８
３
１
ー

１
７
７
１ 

     

日
時
　
１２
月
１７
日

　
午
後
２
時 

場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
大
集
会
室 

内
容
　
津
島
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏(

若
い

広
場
、ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
他
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ) 

対
象
　
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方 

定
員
　
１
０
０
人（
先
着
順
） 

参
加
費
　
無
料 

問
合
　
中
央
公
民
館
　
1
２６
ー

２
８
２
８ 

   

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
歌
が
街
を
流
れ
る
季
節

で
す
。
市
立
図
書
館
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
楽

し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。
お
友
達
や
家
族
と
一

緒
に
、楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。 

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
お
は
な
し
会 

日
時
　
１２
月
９
日

　
午
後
２
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や 

内
容
　
冬
の
お
は
な
し 

対
象
　
５
歳
以
上 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

日
時
　
１２
月
１６
日

　
午
後
２
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室 

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し
や
工
作
な

ど 

問
合
　
市
立
図
書
館
　
1
２５
ー

２
１
４
５ 

  

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
お
は
な
し
会 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

　
 e
ig
a＠
o
s
h
i.o
r.jp

自
衛
官
 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
 

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
お
は
な
し
会
 

と
ク
リ
ス
マ
ス
会
 

放
送
大
学
４
月
入
学
生
 

催
し 

お
　     

　
し 
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 日
時
　
１２
月
２
日

 

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分 

場
所
　 

　
第
一
会
場
　
わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館 

　
第
二
会
場
　
重
要
文
化
財
堀
田
家
住
宅 

内
容
　 

　
第
一
会
場 

　
・
パ
レ
ー
ド
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏(
神
守

　
　
小
学
校
金
管
バ
ン
ド) 

　
・
式
典 

　
・
餅
つ
き
、雑
煮
の
無
料
配
布 

　
・
津
島
の
歴
史
・
文
化
の
紹
介
と
展
示 

　
・
施
設
利
用
者
の
自
主
発
表
会 

　
・
子
ど
も
の
遊
び(

輪
投
げ
な
ど) 

　
・
販
売
コ
ー
ナ
ー(

小
物
、み
た
ら
し
な
ど) 

                

　
第
二
会
場 

　
・
抹
茶
の
提
供(

有
料) 

　
・
拝
観(

有
料) 

※
な
お
、駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

主
催
　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

後
援
　
市
、市
教
育
委
員
会
、市
社
会
福
祉

協
議
会
、市
女
性
の
会
、市
交
通
安
全
協
会 

問
合
　
わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館 

　
　
　
1
２８
ー

５
３
１
１ 

      

破
れ
た
り
、ペ
ー
ジ
が
取
れ
て
し
ま
っ
た
本

を
自
分
で
修
理
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
講
師
の

話
を
聞
き
な
が
ら
、本
の
修
理
に
関
す
る
基

礎
知
識
を
学
べ
る
講
座
で
す
。 

日
時
　
１２
月
２６
日

 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
小
集
会
室 

定
員
　
５
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
１２
月
９
日

〜
２０
日

、午
前
９
時

〜
午
後
６
時
に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
市
立
図
書
館 

　
　
　
1
２５
ー

２
１
４
５ 

     

      

日
時
　
１
月
１０
日
〜
３
月
１４
日（
毎
週
水
曜

日
・
全
１０
回
） 

・
午
後
２
時
５０
分
〜
３
時
３０
分 

・
午
後
３
時
３５
分
〜
４
時
１５
分 

・
午
後
４
時
２０
分
〜
５
時 

場
所
　
第
二
陽
だ
ま
り
の
里（
寺
野
町
） 

内
容
　
流
水
プ
ー
ル
で
の
水
中
運
動
。
ひ
ざ

や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
、効
果
的
に
筋
力

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。 

講
師
　
ヒ
ル
ズ
ひ
だ
ま
り
職
員 

対
象
　
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方(

泳
げ

な
く
て
も
参
加
可
能) 

定
員
　
各
５
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、初

回
の
方
、要
介
護
認
定
等
を
お
持
ち
で
な

い
方
優
先
の
後
、抽
選
） 

受
講
料
　
無
料 

申
込
　
１２
月
１
日

〜
１１
日

に
電
話
、ま

た
は
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
Ｇ 

　
　
　
1
２４
ー

１
１
１
８ 

   

日
時
・
テ
ー
マ
　
下
表
の
と
お
り 

場
所
　
市
民
病
院
２
階
講
義
室 

内
容
　
糖
尿
病
の
病
態
・
合
併
症
治
療
に
つ

い
て 

 

      

対
象
　
ど
な
た
で
も（
当
院
に
通
院
し
て
い

な
い
方
も
参
加
可
能
） 

申
込
・
参
加
費
　
不
要（
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト

代
５
０
０
円
が
必
要
） 

問
合
　
市
民
病
院
栄
養
管
理
室 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１
　
内
線
３
１
２
１ 

 

第
１７
回
伝
承
の
館
ま
つ
り 
津
島
市
制
施
行
７０
周
年
記
念
事
業
　
 

プ
ー
ル
教
室
【
初
級
】 

長
寿
体
操
 

糖
尿
病
教
室
 

本
の
修
理
講
座
 

子
育
て
・
健
康
 

教
室
・
講
座
 

午後２時～３時２０分 
スケジュール 

開催日 

１２月８日

１月１２日

２月９日

３月９日

簡単にできる 
運動療法 

（担当：理学･ 
作業療法士） 

糖尿病の基本 
について 

（担当:内分泌科医師） 
 

薬物療法 
（担当：薬剤師） 

食事療法 
（担当：管理栄養士） 

 
食事療法 

(担当：管理栄養士)

年末年始の食事 
（担当：管理栄養士） 

糖尿病と認知症 
(担当：神経内科医師)

医療費について 
(担当：医療相談員)

薬物療法 
（担当：薬剤師） 

腎臓病について 
（担当：腎臓内科医師） 

※内容は前後する場合があります。ご了承ください。 
※車でお越しの場合は、駐車券を受付までお持ちください。 

１９ 「市政のひろば」つしま2017.12

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 催し、教室・講座、子育て・健康 



世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防
止

と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解

消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
ま

し
た
。 

 

エ
イ
ズ
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
違
い 

エ
イ
ズ
と
は
、後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

と
い
う
病
気
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
）に
感
染
す
る
こ
と
で
起
こ
る
病
気

で
す
が
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
＝
エ
イ
ズ
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
エ
イ
ズ
は
い
わ

ば
原
因
と
結
果
の
関
係
で
す
。 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、風
邪
に
似
た
症

状
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
数
週
間

で
消
失
し
ま
す
。
そ
の
後
、目
立
っ
た
症
状
は

な
い
で
す
が
、治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
数
年
か

ら
十
数
年
後
に
エ
イ
ズ
を
発
症
し
ま
す
。
発

症
す
る
と
、健
康
な
状
態
な
ら
影
響
の
な
い

弱
い
細
菌
や
カ
ビ
、原
虫
な
ど
に
感
染
し
や

す
く
な
り
ま
す
。 

 

感
染
経
路 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
主
に
３
つ
の
感
染
経
路
で
感
染

し
ま
す
。 

・
性
的
接
触
に
よ
る
感
染 

・
血
液
感
染 

・
母
子
感
染 

    

し
か
し
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
す
る
力
は
と
て
も

弱
く
、性
的
接
触
を
除
け
ば
日
常
生
活
で
感

染
す
る
こ
と
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
感

染
を
恐
れ
、人
と
の
交
流
に
神
経
質
に
な
り

す
ぎ
ず
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
予
防
す

る
う
え
で
も
大
切
に
な
り
ま
す
。 

  

世
界
で
エ
イ
ズ
予
防
の
重
要
性
が
呼
び
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
本
で
は
高
止
ま
り
の

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の

最
大
の
原
因
は
エ
イ
ズ
に
対
す
る
意
識
の
希

薄
さ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

                  

 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
は
血
液
検
査
で
行
い
ま

す
。
全
国
の
保
健
所
等
に
て
匿
名
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
た
機

会
か
ら
３
カ
月
後
に
受
け
て
、陰
性
で
あ
れ
ば

感
染
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
感
染

の
可
能
性
が
あ
っ
て
心
配
な
と
き
は
、３
カ
月

以
内
で
あ
っ
て
も
検
査
・
相
談
を
受
け
る
こ
と

で
一
つ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。 

現
在
、体
内
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
完
全
に
取
り
除

く
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、医
療
の
進

歩
に
よ
り
エ
イ
ズ
を
発
症
す
る
前
に
適
切
な

治
療
を
行
い
、正
し
く
服
薬
す
れ
ば
、感
染
前

と
変
わ
ら
な
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
早
期
に
治
療
を
し
た
方
が
、健
康
維

持
も
し
や
す
く
、他
者
へ
の
感
染
を
少
な
く
で

き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

一
人
ひ
と
り
が
正
し
く
エ
イ
ズ
を
理
解
し
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

  

津
島
保
健
所（
相
談
、検
査
の
実
施
） 

1
２４
ー

６
９
９
９ 

エ
イ
ズ
予
防
情
報
ネ
ッ
ト（
全
国
の
相
談
や 

検
査
窓
口
、エ
イ
ズ
に
関
す
る
情
報
紹
介
） 

　h
ttp
://a
p
i-n
e
t.jfa
p
.o
r.jp
/ 

 

餃子　カッテージチーズ和え　きのこ汁 今月のバランス献立 今月のバランス献立 

※市役所１階市民情報サロン・保健センター２階・ヨシヅヤ情報コーナーにレシピがあります。また市公式ホームページにも掲載しています。 

一人分　６６７ｋｃａｌ　塩分２.４ｇ 
作り方 
①キャベツとにらをみじん切りにして、水気を軽く絞る。 
②豚ひき肉に①とＡを入れ、良く練り１２等分する。 
③餃子の皮の中央に②をのせ、皮の片側にひだが入
るように指で寄せながら包む。 
④フライパンを熱し、サラダ油をひき、③を並べ中火
で焼く。餃子の皮に焼き目がついたらお湯を注ぎ、
蓋をして２～３分弱火で蒸し焼きする。 
⑤蓋を取り、強火にして水分をとばし、ごま油をまわし
入れ、パチパチと音がするまで焼く。 
 

餃子 
材料（２人分） 
餃子の皮１２枚、豚ひき肉１２０
ｇ、キャベツ１８０ｇ、にら２０ｇ、
Ａ（すりおろしにんにく小さ
じ１/２、すりおろししょうが小
さじ１/２、しょうゆ小さじ１、
オイスターソース小さじ１、
こしょう少々、ごま油小さじ
１/２）、サラダ油小さじ２、水
１/２カップ、ごま油（仕上げ用）
小さじ１/２ 

１２
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー 

エ
イ
ズ
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
違
い 

検
査
・
治
療 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
相
談
・
検
査
先 

止
ま
ら
な
い
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染 

感
染
経
路 

図 
２０１６年までの累積報告数 
出典：平成２８（２０１６）年エイズ発生動向─概要─　厚生労働省エイズ動向委員会 

「市政のひろば」つしま2017.12２０ 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 子育て・健康、今月のバランス献立 



     

期
間
・
対
象
等
　
下
表
の
と
お
り 

場
所
　
総
合
プ
ー
ル（
屋
内
プ
ー
ル
） 

仮
受
付
　
１２
月
１
日

〜
８
日

の
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時（
た
だ
し
、１２
月
８
日

は
正
午
ま
で
）に
錬
成
館
へ（
月
曜
日
休

館
）。 

抽
選
　
定
員
を
超
え
た
場
合
、１２
月
８
日

午
後
２
時
か
ら
錬
成
館
で
抽
選
。
終
了
後

結
果
を
掲
示
し
ま
す
。 

受
付
　
１２
月
８
日

午
後
３
時
〜
１５
日

午

後
５
時
ま
で
に
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い（
月
曜
日
は
除
く
）。 

※
定
員
に
満
た
な
い
水
泳
教
室
は
、順
次
受

付
け
ま
す
。 

受
講
料
　
２
１
０
０
円 

そ
の
他
　
受
講
料
と
は
別
に（
保
険
料
小
人

８
０
０
円
、大
人
６４
歳
以
下
１
８
５
０
円
・

６５
歳
以
上
１
２
０
０
円
）と
毎
回
プ
ー
ル

入
場
料
が
必
要
で
す
。 

※
今
年
度
、水
泳
教
室
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、

保
険
料
は
不
要
で
す
。 

問
合
　
錬
成
館
　
1
２４
ー

８
０
０
１ 

　
　
　
総
合
プ
ー
ル
　
1
２８
ー

２
５
５
６ 

 

ス
ポ
ー
ツ
 

平
成
２９
年
度
水
泳
教
室
第
４
期
生
募
集
 

期　　間 回数 

８回 

時 　　間 曜日 対　　　　象 定員 教　室　名 

１月９日～２月２７日 

１月１０日～２月２８日 

１月１１日～３月１日 

１月１２日～３月２日 

午後４時３０分～６時 

午後２時～３時３０分 

午後４時～５時 

午後５時３０分～７時 

午後４時３０分～６時 

午後４時３０分～６時 

午後６時１５分～７時４５分 

火 

水 

水 

水 

木 

金 

金 

小学生（初心者） 

１８歳以上 

幼稚園・保育園の年長 

小学生（初心者） 

小学生（初心者） 

小学生（初心者） 

小学３年生～（泳力１００m以上の児童） 

３０人 

３０人 

１５人 

３０人 

３０人 

３０人 

３０人 

こども(火） 

一　般 

チビッコ 

こども(水） 

こども(木） 

こども(金） 

こども泳力向上 

平成２９年度就学援助費 
～新入学学用品費（入学前支給）について～ 

市では、経済的な理由でお子さんが小・中学校に就学することが困難なご家庭に対して、就学援助費として学用品
費や給食費等を補助しています。 
今回から、新入学学用品費を入学前の３月に支給します。 

補助対象　平成３０年度に市立小・中学校に入学予定
の保護者で、次のいずれかに該当する方（入学前に
転出を予定している方は、申請できません） 
①生活保護が停止または廃止されている 
②個人事業税が減免されている 
③国民年金保険料が免除されている 
④児童扶養手当が支給されている 
⑤市民税が非課税または減免されている 
⑥固定資産税が減免されている（新築の場合の固定資
産税減免は除く） 
⑦国民健康保険税が減額されている 
⑧失業対策事業適格者手帳を持っている日雇労働者、
または職業安定所登録日雇労働者 
⑨その他経済的にお困りの方（平成２８年中の所得につ
いて一定の所得基準に基づき審査・決定します） 
※ただし、申告していない場合は対象になりません。 

手続きに必要なもの 
・②③④⑧の申請の場合、それを証明できるもの 
・印鑑 
・振込先が分かるもの 
受付　１２月１日 ～平成３０年１月３１日  
その他　市立小・中学校に入学されなかった方は、返
還していただく必要がありますので、入学しないこと
が決定したら、お早めにお知らせください。 
支給額　小学１年生　４万６００円 
　　　　中学１年生　４万７４００円 
申込・問合　学校教育課学校教育Ｇ 
　　　　　  1５５ー９４１７ 

２１ 「市政のひろば」つしま2017.12

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 子育て・健康、スポーツ 



  
日
時
　
１
月
２８
日

　
午
前
８
時
３０
分 

　
　
　（
雨
天
予
備
日
　
２
月
４
日

） 

集
合
場
所
　
天
王
川
公
園
片
岡
銅
像
前 

部
門
・
参
加
資
格
　
左
表
の
と
お
り 

                   

※
中
学
女
子
の
部
は
天
王
川
公
園
内
を
走
る

　
コ
ー
ス（
各
選
手
約
２.２
㎞
）で
す
。 

チ
ー
ム
構
成
　
監
督
１
人
、選
手
５
人
、補
欠

　
３
人（
男
女
の
混
成
チ
ー
ム
は
不
可
） 

参
加
料 

・
一
般
男
子
、高
校
男
子 

　
１
チ
ー
ム
　
２
０
０
０
円 

・
一
般
女
子
、中
学
男
子
・
女
子 

　
１
チ
ー
ム
　
１
５
０
０
円 

申
込
　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、参
加
費
を
添
え
て
１２
月
１
日

〜

２６
日

に
社
会
教
育
課
へ
。 

監
督
主
将
会
議
　
１
月
２４
日

午
後
７
時
か

ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

そ
の
他 

・
天
候
に
よ
る
開
催
の
有
無
は
、当
日
午
前

７
時
に
決
定
し
ま
す
。 

・
申
し
込
み
後
の
参
加
料
の
返
金
は
行
い
ま

せ
ん
。 

・
健
康
管
理
に
十
分
留
意
の
上
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

主
催
　
市
、市
教
育
委
員
会
、市
体
育
協
会 

主
管
　
市
体
育
協
会
陸
上
部 

問
合
　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
４
２
８ 

       （
市
内
在
学
の
優
勝
者
の
み
掲
載
） 

参
加
者
数
３
６
４
人 

小
学
２
年
以
下
の
部 

入
江
十
司
郎（
北
小
２
年
） 

     （
優
勝
者
、敬
称
略
） 

参
加
３５
組 

男
子
　
　
　
田
中
慎
治
　
　
神
田
凌
輔
　
組 

女
子
１
部
　
村
田
　
蒼
　
　
土
赤
真
依
子
組 

　
　
２
部
　
日
比
彩
有
里
　
松
藤
悠
加
　
組 

　
　
３
部
　
太
田
莉
瑚
　
　
渡
邉
梨
沙
　
組 

   

市
内
の
小
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
の
児

童
・
生
徒
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
１
５
５
作
品
の

中
か
ら
、明
る
い
選
挙
津
島
市
推
進
協
議
会

が
入
選
９
作
品
、佳
作
２２
作
品
を
選
考
し
ま

し
た
。 

入
選
作
品（
敬
称
略
） 

小
学
校
の
部 

　
小
山
結
進
　（
南
小
１
年
） 

　
廣
田
華
帆
　（
北
小
６
年
） 

　
田
中
　
匠
　（
西
小
６
年
） 

中
学
校
の
部 

　

島
亮
羽
　（
藤
浪
中
２
年
） 

　
早
川
由
希
　（
藤
浪
中
２
年
） 

　
日
比
晴
太
　（
藤
浪
中
２
年
） 

高
校
の
部 

　
丹
後
　
栞
　（
津
島
高
１
年
） 

　
加
島
美
雨
　（
津
島
高
１
年
） 

　
高
橋
茉
綾
　（
津
島
高
１
年
） 

市
の
入
賞
作
品
３１
点
を
、１２
月
１０
日

ま

で
ヨ
シ
ヅ
ヤ
津
島
本
店
に
展
示
し
て
い
ま
す
。 

問
合
　
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
庶
務

Ｇ
）
1
５５
ー

９
６
０
６ 

第
７０
回
津
島
市
駅
伝
競
走
大
会
 

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。 

部　門 距離(㎞)

一般男子 ２０.９ 

高校男子 ２０.９ 

一般女子 １９.４ 

中学男子 

中学女子 
 

１９.４ 

１１.０※ 

参　加　資　格 

津島市・愛西市・弥富市・あま市・海部郡に
在住、在勤の方で事業所、団体等の単位
で構成したチーム（中学生・高校生は不可） 

津島市・愛西市・弥富市・あま市・海部郡に
在住、在勤の方および在学の高校生で構
成したチーム 

津島市・愛西市・弥富市・あま市・海部郡に
在住、在学の高校生で構成したチーム 

津島市・愛西市に在学の中学生で構成し
たチーム 

成

績

発

表

 

１１
月
３
日（
金
・
祝
）錬
成
館
剣
道
場

第
４１
回
津
島
地
区
少
年
剣
道
大
会
 

１１
月
５
日

西
小
学
校
体
育
館 

第
５４
回
津
島
市
民
総
合
体
育
大
会
 

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）兼
第
３８
回
秋
季
 

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

平
成
２９
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
 

ポ
ス
タ
ー
審
査
結
果
 

い
り   

え  

じ
ゅ
う  

し   

ろ
う 

た
　
な
か  

し
ん    

じ 

む
ら  

た      

　 

あ
お
い 

つ
ち  

あ
か  

ま     

い     

こ 

ひ
　  

び   

あ     

ゆ    

り 

お
お  

た     

り
　 

こ 

こ   

や
ま   

ゆ
う 

し
ん 

ひ
ろ   

た    

か     

ほ 

た
　 

な
か        

た
く
み 

よ
し 

じ
ま   

り
ょ
う 

は
や 

か
わ    

ゆ    

き 

ひ
　  

び   

せ
い    

た 

た
ん
　
ご
　
　
　
し
お
り 

か    

し
ま   

み     

う 

た
か  

は
し   

ま     

や 

わ
た 

な
べ   

り    

さ 

ま
つ  

ふ
じ  

ゆ
う  

か 

か
ん  

だ  

り
ょ
う 

す
け 

「市政のひろば」つしま2017.12２２ 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました スポーツ、成績発表 



財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。 

 第
８６
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会（
福
井
県
福
井
市
） 中

山
　
聖
さ
ん（
愛
知

教
育
大
学
４
年
・
中
一

色
町
） 

出
場
経
緯
　
参
加
標

準
記
録
を
突
破
し
た
た

め 
 

第
５０
回
全
国
新
人
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

（
北
海
道
札
幌
市
） 

中
川
　
佑
斗
さ
ん（
清

林
館
高
等
学
校
２
年
生
・

愛
西
市
） 

出
場
経
緯
　
県
大
会

少
年
男
子
の
部
　
第
５

位 山
下
　
琢
朗
さ
ん（
清

林
館
高
等
学
校
２
年
生
・

藤
浪
町
） 

出
場
経
緯
　
県
大
会

少
年
男
子
の
部
　
第
８

位 
        

第
７２
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会（
愛

媛
県
松
山
市
） 

磯
部
　
晃
太
郎
さ
ん（
津

島
東
高
等
学
校
３
年
生
・

蛭
間
町
） 

出
場
経
緯
　
平
成
２９
年

度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
の
結
果
よ

り 
    

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

教
育
委
員
会
へ 

津
島
市
立
天
王
中
学
校
同
窓
会
様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
冷
暖
房
２
基 

福
祉
基
金
へ 

愛
知
県
小
商
業
協
同
組
合
　
亀
山
広
志
様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
現
金 

愛
知
県
小
商
業
協
同
組
合
　
神
戸
裕
司
様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
現
金 

市
民
病
院
へ 

宇
佐
美
三
郎
様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
現
金 

津
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
会
長
　
佐
藤
敬

治
様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
車
椅
子
５
台 

    

瑞
宝
単
光
章 

加
賀
　
善
康
氏（
北
町
） 

県
知
事
表
彰 

殿
畑
　
規
子
氏（
橘
町
） 

　
多
年
に
わ
た
り
、民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
功
績
に
対
し
、授
与
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

旭
日
双
光
章 

加
藤
　
忠
篤
氏（
元
市
議
会
議
員
） 

  

多
年
に
わ
た
り
、地
方
自
治
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
対
し
、授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

全
国
大
会
出
場
 

寄
附
 

栄
誉
 

広報紙がアプリで読める 

アプリダウンロードは 
こちらから↓ 

・興味のある分野にしぼって

お知らせ 

・「オフライン閲覧モード」で、

いつでもどこでも読める 

・防災マップも読める 

・無料で読める 

　（別途通信料は必要です） 

問合　シティプロモーション課 
　　　広報・広聴Ｇ　1５５ー９５８４ 

AndroidiOS

な
か  

や
ま 

ひ
じ
り 

な
か  

が
わ 

ゆ
う   

と 

や
ま  

し
た 

た
く  

ろ
う 

い
そ
　
べ 

こ
う   

た  

ろ
う 

２３ 「市政のひろば」つしま2017.12

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 全国大会出場、寄附、栄誉 



財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。 

西小学校　５年 
伊藤　未悠　さん 

市立図書館  
２５‐２１４５  

――――― 　 　 ――――― ――――― 　 　 ――――― 

皆さんと本との出会いを求めて、  
新着の図書をご紹介します。  

※毎月第４火曜日は、館内整理のため、分室（生涯学習センター、神島田公民館）もお休みします。 
　ご自宅から図書館ホームページで蔵書検索ができますので、ご利用ください。 
　津島駅構内に「図書返却ポスト」を設置していますので、ご利用ください。 

児童書 一般書 

［ 　 １２月の休館日 　 ］ 

『ちいさな虫のおおきな本』　ユーヴァル・ゾマー 著　バーバラ・テイラー 監修　小松 貴　日本語版監修　神田 由布子 訳　東京書籍 
 

２６日  
２９日 ～１月３日  

『サイモンは、ねこである。』　ガリア・バーンスタイン 作　なかがわ ちひろ 訳 　あすなろ書房 

『どんな絵本を読んできた？』 
「この絵本が好き！」編集部　編 

こうの 史代　イラスト 
平凡社 
 

『透明和菓子の作り方』　安田 由佳子　著 文化学園文化出版局 

『月岡芳年 妖怪百物語』　日野原 健司・渡邉 晃　著　太田記念美術館　監修 青幻舎 

『ホッキョクグマと南極のペンギン』 
ウィリス　文 

ジャーヴィス　絵　 
青山　南　訳 
ＢＬ出版 

ペンギンは南極にいて、北極に
はいないってこと、みなさんは知
っていますよね。 
ところが、ペンギンのブラウン
さん一家は、ピクニックの日に道
に迷って、地球の反対側である北
極に来ちゃいました。そこで出会
ったホッキョクグマのホワイトさん
の案内で、いっしょに世界各地を
行ったり来たり。 
アメリカ、イギリス、イタリアなど

を超えて、２万キロ先のわが家を
目指します。 

一番好きな絵本には、どんな思
い出がありますか？ 
家族との思い出、ときめき、怖

かったことなど、大人になった今
だからこそ気付くこともあるかも
しれません。 
本書では、「５７人の絵本が大好

きな先輩たち」が、『ねないこだ
れだ』、『ももいろのきりん』、『ち
びくろおじさん』など、心に響く名
作を厳選。先輩たちの思い出の
詰まった、とっておきのエピソード
を紹介しています。 
読んだらもう一度、子どもの頃

に好きだった絵本の世界を楽し
めるでしょう。また、お子さんや、
お孫さんの絵本選びの参考にも
いかがでしょうか。 

家の手伝い 
わたしが今、がんばっていることは「家
の手伝い」です。九月の初めに、おばあち
ゃんが救急車で運ばれて、入院すること
になったので、家の事は、全部お母さんと
わたしがやっています。わたしがやってい
ることは、洗たく物を取りこんだり、３びき
のねこの世話をしたり、おばあちゃんがや
っていたことをやっています。すごく大変
で、これをおばあちゃんがやっていたと思

うと、ふ段の日常生活がすごく貴重だったん
だなと思います。 
毎日、お母さんが仕事から帰ってくると、

わたしもいっしょに病院にお見まいに行き
ます。今は、少しずつ回復していて、一日で
も早く治ってくれたらいいなと思っています。 
おばあちゃんが退院しても、負担をかけ
ないように、お母さんと協力して、これから
も家の手伝いをやっていきたいです。 

い  とう  み　ゆう 

「市政のひろば」つしま2017.12２４ 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 子どもの目、ほんのひととき 



第１９２回 

消防本部予防課設備Ｇ 
つけましたか？住宅用火災警報器 

123ー０４１９ 

行事名 

ハイハイ広場 １２月１５日 午前１０時３０分～ 
１１時１５分 

なし 無料 タオル 
身長・体重計測と 
ふれあい遊び 
（タオル体操） 

０歳児と 
その保護者※１ 

当日受付 

しめ縄づくり １２月２４日 午前１０時３０分～ 
正午 

１０組 材料費 
２００円 

水筒・上靴 
しめ縄づくりを 
体験しよう 

小学生と 
その保護者 

１２月８日 ～ 

開催日 時間 対象 受付期間 定員 内容 参加費 持ち物 

１２月１２日
午前１０時３０分～ 
１１時１５分 

なし 無料 
水筒・上靴(外靴を 
拭いて使用も可） 

誕生月のお子さんを皆で 
お祝いしましょう 

(誕生会の日は誕生月の方は 
少し早めに来館ください） 

生後６カ月から 
未就学児と 
その保護者 

当日受付 なかよし広場 
（誕生会） 

１２月２２日 午前１０時３０分～ 
１１時１５分 なし 無料 

水筒・上靴(外靴を 
拭いて使用も可） 

お友だちとクリスマス会 
をしましょう 

生後６カ月から 
未就学児と 
その保護者 

当日受付 なかよし＆ひよこ 
広場 

１２月１６日 午後１時～２時３０分 ２０人 材料費 
２００円 

水筒・上靴 
ジュニアリーダーの 
お友達とクリスマス会を 

楽しみましょう 

年中児から 
小学生 

１２月２日 ～ クリスマス会 

平成３０年 
１月７日

午後２時～３時 なし 無料 水筒・タオル 卓球を楽しみましょう 中高生 当日受付 スポーツあそび 

スノードームをつくろう 
わくわくランド 
(工作） 

１２月２５日
午前１０時３０分～ 
１１時３０分 

３０人 材料費 
１００円 

水筒・上靴・ 
参加カード・ 
ふた付き空き瓶 

年長児と 
小学生 

随時 

○児童館に貴重品を持ってこないようにしましょう　○定員のあるイベントの受付は、電話または直接児童館まで(定員になり次第受付終了)   　※1  生後４カ月ごろ～満1才ごろ 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
７
割
が
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
で
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、

煙
を
吸
っ
た
こ
と
に
よ
る
「
逃
げ
遅
れ
」
が
圧

倒
的
に
多
い
状
況
で
す
。 

就
寝
中
な
ど
に
火
災
が
発
生
し
た
と
き
の

「
逃
げ
遅
れ
」
を
防
ぐ
た
め
、す
べ
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
作

動
に
よ
り
、火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
設
置
し
ま

し
ょ
う
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、原
則
と
し
て
寝

室
と
階
段
に
設
置
が
必
要
で
す
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
あ
る
「
ボ
タ
ン
を

押
す
」あ
る
い
は「
ひ
も
を
引
く
」こ
と
で
、作

動
す
る
か
ど
う
か
、確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
点
検
時
に
音
が
鳴
ら
な
い
と
き
は
、電
池

切
れ
や
本
体
の
寿
命
に
よ
り
故
障
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
は
交
換

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
火
災
の
時
に
正
常
に

作
動
す
る
よ
う
、お
手
入
れ
や
点
検
を
定
期

的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

消
火
器
の
使
用
に
つ
い
て 

消
火
器
は
持
ち
運
び
が
容
易
で
あ
る
こ
と

か
ら
万
が
一
の
火
災
の
際
、初
期
消
火
に
極

め
て
有
効
で
す
。
し
か
し
、使
用
期
限
を
過
ぎ

た
消
火
器
は
破
裂
に
よ
る
人
身
事
故
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
特
に
腐
食
、キ
ズ
、変
形
な
ど

が
み
ら
れ
る
消
火
器
は
、使
用
期
限
に
達
し

て
い
な
く
て
も
直
ち
に
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。 

消
火
器
の
処
分
方
法
に
つ
い
て 

・
地
域
に
あ
る
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ

ン
タ
ー（h

ttp
s
 
//w
w
w
.fe
rp
c
.jp

）の
特

定
窓
口
指
定
引
取
場
所
へ
引
き
取
り
依
頼
を

す
る
か
、持
ち
込
み
を
す
る
と
い
っ
た
方
法
が

あ
り
ま
す
。 

・
郵
送
す
る
場
合
は
、ゆ
う
パ
ッ
ク
専
用
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー（
０
１
２
０
ー

８
２
２
ー

３
０
６
）へ
。 

（
右
記
２
点
は
リ
サ
イ
ク
ル
代
等
の
費
用
が

発
生
し
ま
す
） 

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
、１
本
購
入
に
つ
き

１
本
無
料
で
引
き
取
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。 ：

 

２５ 「市政のひろば」つしま2017.12

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました こちら消防署、中央児童館 



市民病院 
院長　神谷里明 

地
域
医
療
構
想 

   

    

    

効
率
的
で
、し
か
も
良
質
な
医
療
提
供
の

仕
組
み
作
り
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
地
域

医
療
構
想
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
実
現
化
す
る
た
め
に
県
と
市
町
村
、地
域

の
医
療
機
関
が
集
ま
り｢

地
域
医
療
構
想
調

整
会
議｣

を
開
催
し
、協
議
し
て
い
ま
す
。 

｢

地
域
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
、ど
の
よ
う
な
医
療
提
供
体
制
が
望

ま
し
い
の
か｣

。
医
療
機
関
を
役
割
に
応
じ
て

３
つ
の
機
能
に
分
け
て
い
ま
す
。 

１
つ
目
は
急
性
期（
高
度
急
性
期
）機
能
、

２
つ
目
は
亜
急
性
期
（
回
復
期
）
機
能
、３
つ

目
は
慢
性
期（
療
養
病
床
＋
介
護
サ
ー
ビ
ス

＋
在
宅
）機
能
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
ベ

ッ
ド
が
そ
の
地
域
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
必
要

か
。
そ
し
て
各
医
療
機
関
が
連
携
し
、地
域
の

人
を
ど
う
支
え
る
か
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
高
齢
女
性
の
入
院
が
増
加
し
て
い
き

ま
す
。
主
な
疾
患
と
し
て
は
脳
血
管
疾
患
、肺

炎
、心
不
全
、骨
折
な
ど
が
あ
り
、病
気
が
重

な
っ
た
り
、繰
り
返
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
い
ず
れ
は
終
末
期
が
訪
れ
ま
す
。

今
後
の
多
死
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、高

齢
者
の
最
後
の
数
年
間
を
ど
こ
で
、ど
う
過

ご
す
の
か
み
ん
な
で
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

前
回
在
宅
医
療
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

た
。
在
宅
と
は
？
大
き
く
は
居
宅（
現
在
自
分

が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
）と
施
設
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
住
む
と
こ
ろ
の
確
保
と
生
活

を
支
え
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
生
活
を
支

え
る
仕
組
み
と
し
て
は
「
食
の
確
保
」
、「
買

い
物
支
援
」
、「
移
動
手
段
の
確
保
」
な
ど
が

必
要
で
す
。
そ
の
中
で
食
に
つ
い
て
考
え
る
と

栄
養
管
理
が
重
要
で
す
。
栄
養
不
足
で
は
免

疫
力
や
筋
力
が
低
下
し
誤
嚥
性
肺
炎
、骨
折

が
増
加
し
ま
す
。
逆
に
栄
養
過
多
に
よ
る
糖

尿
病
の
発
症
、悪
化
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
食
は

非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。 

在
宅
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
の
力
が
必
要
で
す
。
在

宅
を
続
け
る
た
め
に
は
本
人
、ご
家
族
に
安

心
感
を
与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な

と
き
に
介
護
支
援
が
受
け
ら
れ
、入
院
も
含

め
た
医
療
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
体
制
が
な
け
れ
ば
在
宅
を
続
け
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
病
院
、診
療
所
、施
設
、訪
問
看
護
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
り
、常
に
患
者
さ
ん
、家
族
の
方
々
の
情
報

を
共
有
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

現
在
構
築
中
で
す
。 

一緒に考えましょう 

健康のこと 
医療のこと 

　
今
回
は
、入
院
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

久
富
副
院
長
、杉
本
栄
養
管
理
室
長
、中
村
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
室
長
、長
谷
看
護
師
長
に

お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。 

Ｑ
．  

入
院
患
者
数
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。 

Ａ
． 

平
成
２８
年
度
中
に
新
た
に
入
院
さ
れ
た

患
者
さ
ん
は
、の
べ
７
３
５
５
人
で
す
。
年

齢
別
の
割
合
は
、６５
歳
以
上
が
６０
％
、１５
歳

か
ら
６４
歳
が
２５
％
、１５
歳
未
満
が
１５
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ
．  

病
院
食
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
．  

入
院
中
の
食
事
は
、患
者
さ
ん
の
病
状
に

合
わ
せ
て
、医
師
の
指
示
の
も
と
に
提
供

さ
れ
ま
す
。
管
理
栄
養
士
は
、よ
り
効
果
的

な
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
栄
養
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
、本
人
・
ご
家
族
へ
の
栄
養
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。
節
分
や
ク
リ
ス
マ
ス
な

ど
季
節
に
合
わ
せ

た
行
事
食
を
お
出

し
す
る
な
ど
、
食

事
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、

毎
日
の
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え
て
い
ま
す
。 

Ｑ
．  

急
な
入
院
な
ど
、困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。 

Ａ
．  
衣
類
や
タ
オ
ル
類
・
消
耗
品
類
な
ど
の
入

院
時
の
必
需
品
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス（
有

料
）を
導
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
不
安
に

思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、相
談
窓
口
や
お
近

く
の
看
護
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

Ｑ
．  

入
院
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
．  

少
し
で
も
患
者
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
七
夕
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
た
り
、認
知
症
予
防
の
た
め
に
、

体
操
や
歌
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、当
院

に
は
急
性
期
病
棟
に
加
え
て
、回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
、緩
和
ケ
ア
病
棟
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、

様
々
な
患
者
さ
ん
に
対
応
で
き
る
ケ
ア
ミ

ッ
ク
ス
型
の
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、在
宅
療
養
後
方
支
援
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
在
宅
療
養
中
で

事
前
に
登
録
を
い
た
だ
い
て
い
る
患
者
さ

ん
に
対
し
、か
か
り
つ
け
医
が
緊
急
時
に
入

院
が
必
要
と
判
断
し
た
と
き
、当
院
が
２４

時
間
入
院
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。
入
院
、

外
来
患
者
だ
け
で
な
く
、在
宅
療
養
さ
れ

て
い
る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
安
心
し
て

自
宅
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、か
か
り
つ
け
医

と
連
携
し
て
地
域
に
根
差
し
た
病
院
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、市
民
病
院
は

幅
広
い
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
ケ

ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
で
あ
り
、地
域
の
医
療
機
関

と
連
携
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

病
院
食
に
関
し
て
は
、少
し
で
も
患
者
さ
ん

に
喜
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
管
理
栄
養
士
の
方

た
ち
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

問
合
　
市
民
病
院
管
理
課
管
理
Ｇ 
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市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 院長コラム、市民病院を知ろう 

市
民
病
院
を
知
ろ
う
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M Y  K A R T E

○×クイズ 
第１問　抗生物質はウイルスをやっつける 
第２問　風邪やインフルエンザに抗生物質は効果的だ 
 
＜抗生物質って？？？＞ 
答えはどちらも×です。間違えた方、がっかりしない

で下さい。あなたは決して少数派ではありません。一
般市民を対象としたインターネット調査でも正解者は２５
%もいませんでした。 
(参照：医療機関等における薬剤耐性菌の感染制御に

関する研究「国民の薬剤耐性に関する意識についての
研究」) 
第１問の解説　細菌とウイルスは種類の違う病原体です。
抗生物質は細菌感染症に対するお薬であり、ウイル
ス感染症には絶対に効きません。 
第２問の解説　風邪やインフルエンザはウイルスによ
る感染症です。なので、抗生物質は絶対に効きません。
インフルエンザに対して処方されるのはインフルエ
ンザウイルスに対する抗ウイルス薬というお薬で、抗
生物質ではありません。 
 
＜そんなこと言われても・・・＞ 
中には「でも風邪をひいた時にはいつも抗生物質を

処方されてきた」という方がいます。風邪に対して抗生
物質を処方する医師が多くいることは事実です。そう
いう医師は「念のために抗生物質を出しておきますね」
という理由付けをすることが多いと思います。確かに
風邪に細菌感染症を合併する可能性が全く無いわけで
はありませんが、これまで健康であった人に関してはほ
とんど無いと言っていいでしょう。それに、小児によく
処方されているセフゾンやメイアクトは腸管吸収率が
非常に低く、内服薬では効果があまり期待できません。
抗生物質が必要な重症細菌感染症であれば、内服では
なく入院して点滴注射で治療すべきなのです。 
また「抗生物質を飲んだら風邪が治った」という方も
います。風邪は通常は数日すれば自然に治るものです。
抗生物質が効いたのではなく、自然に治る時期と重な
っただけと考えられます。抗生物質は熱さましではあり
ません。 
 

＜害が無いならいいのでは？＞ 
通常は体内に存在しない物質が入るのですから、副
作用の無い薬はありません。抗生物質にも下痢～ショ
ックなど様々な副作用が報告されています。でも抗生
物質の不適正使用によってもっと大変な問題が起きて
いるのです。それは「薬剤耐性」の問題です。「薬剤耐
性」とは「微生物による感染症に対し、抗微生物剤が無
効になる、又は、製剤による効果が減弱する事象」とさ
れています。要するに細菌感染症に対して抗生物質が
効かなくなることです。 
 

＜うちの子に関係ないでしょ？＞ 
薬剤耐性の問題は世界的な問題となっていて、２０１５
年の世界保健総会では、「薬剤耐性に関するグローバル・
アクション・プラン」が採択され、世界保健機関(WHO)
加盟各国に２年以内の自国の行動計画策定を求めまし
た。G７サミットでも主要議題の一つとして扱われ、日
本でも２０１６年にはG７サミット議長国として薬剤耐性
に関する取組を強化するため、「薬剤耐性(AMR)対策
アクションプラン」が策定されました。薬剤耐性の問題
は、空間的(日本だけでなく世界中の子どもたち)にも、
時間的(あなたの子どもだけでなく孫やひ孫)にもグロ
ーバルな問題なのです。耐性菌は急速に増加していま
すが、新しい抗生物質はほとんど開発されていません。
多くの抗生物質に耐性のある細菌も見つかっています。
このままでは近い将来、細菌感染症の患者さんに効く
抗生物質が無くて治療できないという状況になるのは
目に見えています。未来の子どもたちのために、医師
と患者さんが協力して抗生物質の適正使用を推進し、
薬剤耐性菌を増やさないようにしましょう。 
 

＜参考になる資料→検索してみて下さい＞ 
・抗微生物薬適正使用の手引き第一版(厚生労働省健
康局結核感染症課)→全部読むのには多すぎるので、
患者さんへの説明例の部分だけでもどうぞ 
・薬剤耐性(AMR)対策アクションプラン２０１６-２０２０(国
際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議)→少し難
しいですが、冒頭のところだけでもどうぞ 
 

津
島
市
民
病
院 

小
児
科
医
師
　
永
田
正
幸 

な
が
　
た 

ま
さ 

ゆ
き 

・・・・・  

・・・・ 
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市民病院の 
　　診療科のご案内② 
 津島市民病院は、海部医療圏における二

次救急医療機関として、地域の救急医療を
担い、市民の皆さんに安心・信頼の医療を提
供しています。 
地域の開業医の先生方と連携して、患者

さんの診察や検査等を行っています。入院
や検査など、高度な医療が必要となった際
には、ぜひ市民病院をご利用ください。 
前回に引き続き各診療科をご案内します
ので、参考にしてください。 
 

問合　市民病院　1２８-５１５１ 

川井覚 

診療局長兼外科部長 

兼手術部長 

伊藤孝紀 

整形外科部長 

辻有紀子 

脳神経外科 

統括部長 

外
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

外
科
で
は
様
々
な
疾
患
を
扱
っ
て
い
ま
す

が
、大
き
く
分
け
て
消
化
器
、乳
腺
・
内
分
泌
、

脈
管
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

消
化
器
疾
患
は
食
道
か
ら
胃
、大
腸
、肛
門

な
ど
の
消
化
管
と
、肝
臓
、膵
臓
、胆
道
な
ど

の
実
質
臓
器
を
含
み
ま
す
。
乳
腺
内
分
泌
は

乳
房
、甲
状
腺
な
ど
を
扱
い
ま
す
。
脈
管
は
大

動
脈
瘤
、静
脈
閉
塞
、静
脈
瘤
な
ど
を
扱
い
ま

す
。 食

道
、胃
、大
腸
は
癌
の
手
術
が
主
に
行
わ

れ
、合
併
症
の
少
な
い
手
術
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
進
行
癌
症
例
に
は
根
治
性
と
安
全
性

を
第
一
に
考
え
通
常
の
開
腹
手
術
が
行
わ
れ

ま
す
が
、早
期
癌
症
例
の
ほ
と
ん
ど
に
は
術

後
の
痛
み
が
少
な
い
腹
腔
鏡
下
手
術
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

腹
腔
鏡
下
手
術
は
術
後
の
回
復
が
早
く
、

早
期
の
社
会
復
帰
が
可
能
に
な
る
た
め
胆
石

や
ソ
ケ
イ
ヘ
ル
ニ
ア
、虫
垂
炎
な
ど
の
症
例
に

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

乳
腺
で
は
乳
癌
が
主
で
あ
り
、最
近
は
乳

房
を
全
て
と
ら
ず
に
治
す
、乳
房
温
存
療
法

も
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
脇
の
下
の
リ
ン

パ
節
を
全
て
と
ら
ず
に
す
む
セ
ン
チ
ネ
ル
リ

ン
パ
節
生
検
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

             

近
年
の
超
高
齢
化
に
伴
い
海
部
医
療
圏
に

お
い
て
も
骨
粗
鬆
症
を
ベ
ー
ス
と
し
た
高
齢

者
の
骨
折
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
科
の
手
術

件
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、そ
の
内
の
約

４
割
が
大
腿
骨
近
位
部
骨
折（
股
関
節
周
囲

の
骨
折
）お
よ
び
橈
骨
遠
位
端
骨
折（
手
首
の

骨
折
）に
対
す
る
手
術
で
し
た
。
入
院
疾
患
で

は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、椎
体
骨
折（
背
骨
の
骨

折
）の
占
め
る
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
骨
折
は
寝
た
き
り
の
原
因
に
な
る
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
の
予
防
が
非
常
に
重
要
で
す
。

当
科
外
来
で
は
骨
粗
鬆
症
の
各
種
検
査（
骨

密
度
測
定
・
採
血
等
）な
ら
び
に
治
療
の
導
入

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

外
傷
以
外
で
は
、変
形
性
膝
関
節
症
や
半

月
板
損
傷
に
よ
る
膝
関
節
痛
に
対
し
て
、関

節
鏡
視
下
手
術
や
高
位
脛
骨
骨
切
り
術
、人

工
膝
関
節
置
換
術
を
行
い
良
好
な
成
績
を
得

て
い
ま
す
。 

整
形
外
科
疾
患
は
そ
の
他
に
も
脊
椎
、腫

瘍
、リ
ウ
マ
チ
、股
関
節
、小
児
整
形
、手
の
外

科
な
ど
専
門
分
野
が
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
よ

り
高
度
な
治
療
が
必
要
な
場
合
は
名
古
屋
大

学
付
属
病
院
お
よ
び
関
連
病
院
と
連
携
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。 

            

脳
神
経
外
科
の
外
来
は
午
前
中
の
み
で
す

が
、救
急
疾
患
に
つ
い
て
は
救
急
外
来
担
当

医
師
、あ
る
い
は
当
直
医
と
連
携
を
と
っ
て
２４

時
間
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。 

当
院
で
行
っ
て
い
る
主
な
手
術
と
し
て
は
、

脳
血
管
障
害（
ク
モ
膜
下
出
血
、脳
内
出
血
、

脳
梗
塞
、頸
動
脈
狭
窄
症
）、頭
部
外
傷
（
急

性
頭
蓋
内
出
血
、慢
性
硬
膜
下
血
腫
）、脊
椎

疾
患（
頚
椎
症
、腰
椎
症
、脊
椎
外
傷
）、脳
腫

瘍
、水
頭
症
、機
能
的
脳
神
経
手
術（
三
叉
神

経
痛
、顔
面
け
い
れ
ん
）、血
管
内
手
術（
脳
動

脈
瘤
や
血
管
奇
形
の
塞
栓
術
、血
管
狭
窄
部

位
へ
の
ス
テ
ン
ト
留
置
術
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

す
い 

が
ん 

こ
つ    

そ  

し
ょ
う
し
ょ
う 

け
い 

け
い  

つ
い 

よ
う   

つ
い 

け
い   

こ
つ 

と
う 
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飯島由貴 

形成外科部長 

山本茂樹 

泌尿器科部長 

柴田大二郎 

産婦人科部長 

形
成
外
科 

泌
尿
器
科 

産
婦
人
科 

皮
膚
科 

            

形
成
外
科
が
扱
う
主
な
疾
患
は
、 

①
う
ま
れ
つ
き
の
形
状
異
常（
指
が
多
い
、耳

の
変
形
、で
べ
そ
等
） 

②
骨
折
を
含
む
顔
の
怪
我 

③
治
り
の
悪
い
皮
膚
の
傷
、や
け
ど 

④
目
立
つ
傷
痕
【
治
療
内
容
に
よ
っ
て
自
費

診
療
に
な
り
ま
す
】 

⑤
皮
膚
の
で
き
も
の 

⑥
悪
性
腫
瘍
切
除
後
の
形
状
や
機
能
の
修
復 

⑦
美
容
外
科
【
自
費
診
療
】
院
内
で
調
合
し

た
美
白
ク
リ
ー
ム
や
内
服
薬
で
の
シ
ミ
の

治
療（
肌
質
で
行
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）、

ピ
ア
ス
孔
の
作
成
（
事
前
購
入
し
た
ピ
ア

ス
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）　
　
で
す
。 

 

そ
の
他
、さ
か
ま
つ
げ
、眼
瞼
下
垂
、陥
入

爪
【
ワ
イ
ヤ
ー
や
ク
リ
ッ
プ
に
よ
る
爪
矯
正
は

自
費
診
療
】
等
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

皮
膚
科
で
は
２
名
の
医
師
が
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
や
薬
・
蜂
等
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、

水
虫
や
カ
ン
ジ
ダ
等
の
カ
ビ
の
病
気
、蜂
窩
織

炎
や
オ
デ
キ
等
の
細
菌
に
よ
る
病
気
、帯
状

疱
疹
や
水
イ
ボ
等
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
等

ま
で
幅
広
く
診
療
し
て
い
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
へ
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
確
定
の
た
め
の

血
液
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

皮
膚
癌
や
イ
ボ
な
ど
の
皮
膚
腫
瘍
の
手
術

（
年
間
約
８０
〜
９０
件
）を
含
め
た
治
療
や
ヤ
ケ

ド
な
ど
の
皮
膚
外
科
領
域
の
対
応
も
し
て
い

ま
す
。 

外
来
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
午
前
に
行
い
、

月
曜
日
は
午
後
２
時
〜
３
時
に
予
約
の
み
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、年
間
１
０
０
名
を
超

え
る
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
診
療
も
行
っ
て
い

ま
す
。 

専
門
外
来
と
し
て
は
、近
年
の
高
齢
者
の

増
加
に
対
し
て
褥
瘡（
と
こ
ず
れ
）外
来
を
毎

週
火
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時
に
行
っ
て
い
ま

す
。 手

術
は
、年
間
９０
件
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、尋
常
性
乾
癬
へ
の
生
物
学
的
製
剤
に

よ
る
注
射
や
内
服
薬
で
の
治
療
も
行
っ
て
い

ま
す
。 

             

泌
尿
器
科
で
は
主
に
腎
臓
、尿
管
、膀
胱
、

精
巣
に
起
こ
る
様
々
な
疾
患
に
つ
い
て
診
療

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
疾
患
に
は
腎
盂
腎

炎
や
膀
胱
炎
、前
立
腺
炎
な
ど
の
感
染
症
、尿

路
結
石
、悪
性
腫
瘍
な
ど
が
あ
り
、い
ろ
い
ろ

な
原
因
で
起
こ
る
排
尿
症
状
の
治
療
も
行
っ

て
い
ま
す
。 

症
状
を
詳
し
く
お
聞
き
し
、尿
や
血
液
検

査
、Ｘ
線
検
査
、場
合
に
よ
り
Ｃ
Ｔ
検
査
や
内

視
鏡
検
査
を
行
い
、治
療
を
開
始
し
ま
す
。
薬

に
よ
る
治
療
か
ら
、入
院
で
の
手
術
治
療
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。
頻
度
の
多
い
尿
路
結
石
に

対
し
て
は
体
に
か
け
る
負
担
の
少
な
い
体
外

衝
撃
波
結
石
破
砕
術
か
ら
麻
酔
下
の
内
視
鏡

手
術
ま
で
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
泌
尿
器

癌
に
対
し
て
は
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
が
保
険
適
応

と
な
り
普
及
し
て
き
て
お
り
、必
要
な
患
者

さ
ん
に
は
適
切
な
施
設
へ
ご
紹
介
し
ま
す
。 

            

産
婦
人
科
で
は
、周
産
期（
お
産
）、腫
瘍（
が

ん
等
）、不
妊
、更
年
期
等
、女
性
特
有
の
疾
患

を
と
り
扱
っ
て
い
ま
す
。 

年
間
の
手
術
件
数
は
約
１
６
０
件
で
す
。

手
術
は
流
産
、帝
王
切
開
等
の
産
科
手
術
、子

宮
や
卵
巣
の
婦
人
科
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、が
ん
に
対
す
る
、抗
が
ん
剤
治
療
も
行

っ
て
い
ま
す
。
日
々
生
命
の
誕
生
に
立
ち
会
い
、

使
命
感
を
も
っ
て
診
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

竹内誠 

診療技術局長 

兼皮膚科部長 

か
ん  

せ
ん 

じ
ょ
く
そ
う 

け
ん 

う 

ほ
う   

か
　 

し
き 
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の母子健康診査、BCG予防接種、教室のお知らせ １月 
持ち物 定員 対象 受付時間（開催時間） 日 種別 

場所・予約・問い合わせは保健センター 

くすり安心電話 

津島海部薬剤師会
会員が、緊急時の薬
の相談に応じます。 
 
午後９時～翌日午前
９時 
 
1０９０-２１３６-３８５８ 

妊産婦歯科 
健康診査 

２３ 午後１時～２時の 
指定された時間 

妊娠中の方、出産後１年以内の方 
内容：歯科健康診査、ブラッシング指導等 
＊妊娠中１回（安定期のときに受けてください）、 
産後１回受けることができます 

１８人 
予約制 

母子健康手帳 
手鏡、歯ブラシ、タオル 

２歳児歯科 
健康診査　 

１１ 午後１時～１時４５分 
平成２８年１月生のお子さん 
（３歳未満まで受診可） 

４０人 
予約制 

母子健康手帳、問診票 
仕上げ磨き用歯ブラシ 
タオル 

―― ＢＣＧ 
予防接種 １６ 午後１時２０分～２時 

生後１歳に至るまでのお子さん 
※対象者に個別通知をします 

母子健康手帳 
BCG予診票 

―― ４カ月児 
健康診査 

１０

２４

午後１時～２時の 
指定された時間 

生後４カ月を過ぎたお子さん 
※対象者に個別通知をします 
（１歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 

―― 
１９

２６
３歳児 
健康診査 午後１時～１時４５分 

平成２７年１月生のお子さん 
※対象者に個別通知をします 
（４歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 
視力･聴力アンケート 

―― １歳６カ月児 
健康診査 午後１時～１時４５分 

平成２８年６月生のお子さん 
※対象者に個別通知をします 
（２歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 

１８

２５

離乳食 
前期 １７

午前９時４５分～１０時 
(午前１０時～１１時３０分)

教室開催月に４～７カ月ごろになるお子さんを 
もつ保護者 
内容：離乳食初期から中期のお話と試食など 

２５人 
予約制 母子健康手帳 

☆健康診査はすべて１～２時間程度かかります。乳幼児健康診査を受けていない方は、保健センターの保健師がご家庭を訪問します。      

☆３歳児健康診査では当日会場で尿検査を実施します。      

☆麻しん（はしか）、風しん（三日ばしか）、水痘（水ぼうそう）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、インフルエンザ、とびひ等にかかっている方は、

医師の許可が出てからお越しください。      

☆予約制の場合は、定員になり次第締め切らせていただきます。      

☆暴風警報等が、愛知県西部地方に発令された場合は実施できないことがありますので、保健センターにお問い合わせください。  

★看護師・保健師・管理栄養士・歯科衛生士が担当します。 ★あなたの健康づくりを応援します。 

健康ホットライン 
1２７－１０２１（相談専用） 

月～金（祝日を除く） 
午前９時３０分～１１時 

１２月１５日 １月１９日
※要予約 
※上記以外の日程でも 
　相談可 

ご自身や家族の健康について、また、育児に関する
ことを専用電話で、保健師が相談をお受けします。 

健康相談 
月～金（祝日を除く） 
午前９時～午後５時 
※要予約 
　電話相談可 

生活習慣病など健康に関すること。 
血圧・尿・体脂肪・喫煙度・ストレスチェック、HbA1c
簡易測定もできます。 

こころの健康相談 こころの不調への早期対応、予防に関すること。 

お口の健康相談 歯みがきの方法等、歯科に関すること。 

家庭訪問 ご家庭に訪問して、相談をお受けします。 

栄養相談 食生活に関する相談を管理栄養士がお受けします。 

事業名 内　容 開催日時・場所 
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無料 
巨大かるた大会 
「巨大かるたを作ろう」 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

１２月１６日  
午前１０時～正午 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
交流工房 

５００円 ミニ門松をつくろう 
海南こどもの国 
1５２-１５１５ 

１２月１７日  
受付:午前１０時３０分～午後３時 

海南こどもの国 
多目的ホール 

８００円（大） 
５００円（小） 

クリスマスオーナメント 
を作ろう 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

１２月１日 ～２４日 の 
七宝焼体験教室開催時間内 
※時間については、あま市 

七宝焼アートヴィレッジＨＰをご覧ください。 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
体験工房 

３００円 
キャンドルナイトの集い 
「モザイクキャンドルを 
作ろう」（要予約） 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

１２月１６日  
午後２時～５時 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
交流工房 

無料 
蟹江町観光協会 
（蟹江町役場ふるさと 
振興課内） 
1９５-１１１１ 

１２月中旬～１月下旬（予定） 
※詳細は、蟹江町観光協会 
ＨＰをご覧ください。 

ＪＲ蟹江駅、 
佐屋川創郷公園 
（予定） 

かにえのイルミネーション 

クリスマスツリーを 
つくろう 

２００円 海南こどもの国 
1５２-１５１５ 

１２月１０日（日） 
受付:午前１０時３０分～午後３時 

海南こどもの国 
多目的ホール 

大 歌音歌まつり 
１２月１０日
午前９時３０分 

無料 
歌音 
1３２-１６０１ 

大 フジソシアルクラブ 
ダンスパーティーの夕べ 

１２月２３日（土・祝）
午後３時 

有料 
高木 
1２４-７７９０ 

小 チャリティーバレエコンサート 
１２月２３日（土・祝）

午後１時 
無料 

水野 
1０９０-２６１０-９７２８ 

生涯学習 
センター 

たのしい！ 
脳トレ教室 

１２月７日  
午前１０時３０分～１１時３０分 

 

特定非営利活動法人ライフサポートみわ 
西島 
1０９０-３９５４-０７５７ 

1回５００円 

生涯学習 
センター 

長谷川ぱんだの 
フォーク寺子屋 

１２月１２日  
午後２時～４時 

筝曲会 
長谷川 
1０９０-８３２３-９４６０ 

1回５００円 

生涯学習 
センター 

箏・三絃に親しむ １２月１６日  
午後１時３０分～４時 

美鶴会 
鶴見 
1０９０-８１５１-６７６７ 

1回５００円 

生涯学習 
センター 

親子ふれあい交 
流会 

１２月８日  
午前１０時３０分～正午 

チビママサークルＷｉｔｈＫｉｄｓ 
鰐部 
1０９０-９０２１-９１１４ 

無料 

生涯学習 
センター パステルアート教室 １２月１３日  

午前９時～正午 

「光」 
平野 
1０９０-８６７３-８４０４ 

1回５００円 

第７回探鳥会 無料 弥富野鳥園 
1６８-２３３８ 

１２月１７日  
午前１０時～正午 

弥富野鳥園 
保護地内　 

津島まちや・まちなみ 

再生機構事務所 
氷室作太夫家住居を再発見 

するプロジェクト 

 

１２月９日  

午後１時３０分～ 

津島の宝物ひろめ隊 

山口 

1０９０-４２５７-００１１ 

参加料 

５００円 
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問　合 場　所 日　 時 名　 称 料　金 

問　合 日　時 催　し 入場料 ホール 

問　合 日　時 催　し 料　金 場　所 

問　合 日　時 催　し 料　金 場　所 

※開催時間、休館日、 
　事業の詳細な内容は、 
　問い合わせ先にお尋ね 
　ください。 

津島市市長公室 
企画政策課 
1５５-９４６５ 

となり街 
お出かけ 
情報 

文化会館 
催しガイド 

（１１月１日現在） 
※掲載している催し物の 
　名称などは予定です。 

ちょこらぼ 
講座 

問合　つしま夢まちづくり 
　　　センター 
　　　1５８－４１３３ 

つしま歴史・ 

文化のまちづくり 

提案補助事業 

問合　つしま夢まちづくり 
　　　センター 
　　　1５８－４１３３ 



　月…………　　  件（　　   件） 
（　）内は平成２９年中の累計 

　月………………　  件（　   件） 
（　）内は平成２９年中の累計 

事故発生件数 …　   件（　   件） 
うち死亡者 ………  　人（　   人） 
犯罪発生件数 …  　 件  
（　）内は平成２９年中の累計 

総人口……　　　 人 （  　　） 
　男………　　　 人 （  　　） 
　女………　　　 人 （  　　） 
世帯数…　　　  世帯（  　　） 
１１月１日現在、（　）内は前月比 

東地区子育て支援 
センター 

ファミリー・サポート・センター 
移動事務所 

ファミリー・サポート・センター 
1５５-７７０８ 

問　合 場　所 日　時 相　　談　　名 

談 相 民 市 月 １２ 

市役所１階相談室 年金相談 
７、２１日、１月４日 
午前１０時～午後３時 

市役所１階相談室 法律相談（要予約） １３日　午後１時～４時 

海部地域消費生活センター 
1２３‐０１５０ 

海部総合庁舎１階 消費生活相談 
月曜日～金曜日（祝日・年末年始は除く） 
午前９時～午後４時３０分 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

行政相談 ２日、１月６日 
午前１０時～正午 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

内職相談 
１、８、１５、２２日、１月５日　　　 
午前１０時～正午、午後１時～３時 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

心配ごと相談 
９日　午前９時～正午 
受付は終了時間の３０分前まで 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

法律相談（要予約） ６、２０日 
午後１時～４時 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

結婚相談 
１、５、８、１２、１５、１９、２２、２６日、１月５日 
午前１０時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

老人福祉センター 高齢者の健康相談 
６、１３、２０、２７日 
午後１時～３時　 1２８‐７５６１ 

神島田祖父母の家 高齢者の健康相談 
７、１４、２１、２８日、１月４日 
午後１時～３時 

1３２‐２１５１ 

総合保健福祉センター 
３階家庭児童相談室 

家庭児童相談 
月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前８時３０分～午後５時１５分 1２４‐０３５０ 

ー 
（電話相談） 

認知症介護相談 
月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前１０時～午後４時 

公益社団法人認知症の人と家族の会・愛知県支部 
1０５６２‐３１-１９１１ 

津島商工会議所相談室 相続･登記相談（要予約） 
※ただし、相続税は除く 

７、２１日、１月１１日 
午後１時～３時 

津島商工会議所相談室 

労働者特別相談・ 
勤労者金融相談 

創業・第二創業個別無料相談 
（要予約） 

月曜日～金曜日（祝日・年末年始は除く） 
午前１０時～正午、午後１時～４時 

２２日 
午前１１時～正午 

問　合 場　所 日　時 相　　談　　名 

談 相 民 市 月 
※相談員の都合により相談を休むことがありますので、当日、電話でご確認ください。翌月７日分まで掲載。 
※法律相談は、受付件数が限られていますので、ご希望の日時に相談できない場合があります。 
※年金相談は、受付件数が限られています（番号札は、当日午前８時３０分から配付）。 

保険年金課 医療･年金Ｇ 
1２４‐１１１４ 市役所１階相談室 年金相談 

６、２０日 
午前１０時～午後３時 

総務課 庶務Ｇ 
1５５-９６０６ 

市役所１階相談室 法律相談（要予約） １２日　午後1時～４時 

産業振興課企業誘致・商工・消費Ｇ 
1５５-９６６３ 

市役所１階相談室 消費生活相談（巡回相談） 
４、１１、１８、２５日 
午前９時３０分～正午 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

行政相談 １日、１月５日 
午前１０時～正午 

相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

内職相談 
７、１４、２１、２８日、１月４日　　　 
午前１０時～正午、午後１時～３時 相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

心配ごと相談 
８、２２日　午前９時～正午 
受付は終了時間の３０分前まで 

相談日のみ 
社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

法律相談（要予約） ５、１９日 
午後１時～４時 

相談日のみ 
社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

結婚相談 
４、７、１１、１４、１８、２１、２５、２８日、 
１月４日　午前１０時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

相談日のみ 
社会福祉協議会 

1２４‐３４５６ 

1２４‐３４５６ 

1２４‐３４５６ 
1２５‐８４１１ 

1２４‐３４５６ 
1２５‐８４１１ 

1２４‐３４５６ 
1２５‐８４１１ 

老人福祉センター 高齢者の健康相談 
５、１２、１９、２６日 
午後１時～３時　 1２８‐７５６１ 

神島田祖父母の家 高齢者の健康相談 
６、１３、２０、２７日 
午後１時～３時 

1３２‐２１５１ 

総合保健福祉センター 
３階家庭児童相談室 

家庭児童相談 
月曜日～金曜日（祝日・年末年始は除く） 
午前８時３０分～午後５時１５分 1２４‐０３５０ 

認知症介護相談 
月曜日～金曜日（祝日・年末年始は除く） 
午前１０時～午後４時 

津島商工会議所 
1２８‐２８００ 

固定資産税･都市計画税…第３期　　国民健康保険税…第８期　納期限　平成２９年１２月２７日  
介護保険料…第９期　　市営・改良住宅家賃､住宅新築資金等償還金､保育所利用者負担金…12月分 
後期高齢者医療保険料…第６期　納期限　平成３０年１月４日  
下水道事業受益者負担金…第３期　納期限　平成２９年１２月２５日

今月の市税や料金など 

市税の今後の納期 

市 県 民 税  

固定資産税・都市計画税 

国民健康保険税 

３　月 

ー  

ー  

ー  

２　月 

ー  

第　４　期 

第　１０　期 

１　月 

第　４　期 

ー  

第　９　期 

９ 

ー９７ 
ー４４ 
ー５３ 
ー１９ 

６３,１８８ 
３１,１６４ 
３２,０２４ 
２５，９６９    

市内の 
交通事故・ 
犯罪 
［９月］ 

人口と 
世帯 
（外国人を含む） 

 

市内の 
火災 

救急車の 
出動件数 

津島データファイル 

９ 

９ １ 

２,１３５ ２３４ 

津島データファイル 

２４ 
０ 
７４ 

２６２ 
２ 

水道料金をはじめ、市に対するお支払いの多くにご利用いただけます。
取扱金融機関の窓口にてお申し込みください。 
取扱金融機関 
いちい信用金庫、三菱東京UFJ銀行、大垣共立銀行、十六銀行、三重銀行、愛知銀行、名古屋銀行、
中京銀行、東海労働金庫、海部東農業協同組合、あいち海部農業協同組合、ゆうちょ銀行（郵便局） 

税や料金の納付には便利な口座振替をご利用ください 

ー 
（電話相談） 

勤労者安心ネットワークセンター 
1０１２０‐８１‐１５０５ 

７、２１日 
午前９時～午後４時４０分 
 

津島商工会議所相談室 
相続･登記相談（要予約） 
※ただし、相続税は除く 

６、２０日、１月１０日 
午後１時～３時 

津島商工会議所 
1２８‐２８００ 

「市政のひろば」つしま2017.12３２ 



　　　　 

ボランティア活動をしている「和の会」と子育て支
援課の職員が協力し、小児生活習慣対策として、紙
芝居や手遊び歌を披露しました。 
手遊び歌では、楽しい振り付けとともに、「はや寝、

はや起き、朝ごはんと朝うんち」を学ぶことができ、
園児たちも大はしゃぎでした。今回学んだことを早
速実践できるといいですね。 

１７・１０・３１
共存園保育所 

はや寝、はや起き、 
朝ごはんと朝うんち 

毎年恒例の津島ロータリークラブ主催の茶会が開
催されました。 
参集所では、海部津島の伝統芸能を楽しみながら
の茶会、堀田家住宅では、筝曲を聞きながら縁側茶
会が楽しめました。 
各会場では、津島東高等学校、清林館高等学校の
生徒がポリオ撲滅のための募金活動や茶会のお手
伝い等をして、来場者のおもてなしをしました。 

優雅なお茶会 

第５回となる病院まつりは、琴の演奏や独唱＆サッ
クス演奏、緩和ケア講演会のほか、体験コーナーでは、
お薬調剤体験、白衣試着体験、手術室見学などが開
催されました。 
この日は、台風が近づくあいにくの天気のため、ヘ

リポートの見学は中止となりましたが、多くの方々が
病院まつりに参加するため来院していました。 
特に、子どもたちは、普段見ることのできない病院
の裏側に触れて楽しんでいるようでした。きっと良
い思い出になったのではないでしょうか。 

１７・１０・２１
市民病院 病院をまるごと体感！ 

普段測定する機会のない健康チェックが毎年人気
の「健康まつり２０１７」を開催しました。様々な体験
コーナーを回るスタンプラリー等、子どもから大人ま
で楽しめるイベントです。 
健康チェック体験者は、その結果に一喜一憂。他

にも、簡単な運動・体操や手先を使った遊びを楽しみ、
心身の健康について考える良い機会になったようで
した。 

１７・１０・２９
総合保健福祉 
センター 

１７・１１・５
津島神社 
参集所ほか 

楽しく　楽なことから 
健康づくり 

３３ 「市政のひろば」つしま2017.12

街 角 散 歩  

津島市市長公室シティプロモーション課　〒４９６－８６８６　愛知県津島市立込町２－２１　1５５-９５８４ 
     http://www.city.tsushima.lg.jp 

携帯サイトから施設の所在地・電話番号が確認できます（別途通信料が必要です）。 

「市政のひろば」にご自身の写真が載っている場合、お申し出いただければ差し上げます。 

発 行  
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